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武庫川女子大学言語文化研究所年報 第10号(1998)
言語文化研究所の活動の概要
1.1998年度の調査研究
(1)小学校国語科教科書の語彙調査
この研究は、小学校国語科教科書に使用されている語彙を調査すること
によって、現在の語彙教育上の問題点をさぐるとともに、国語教育に関す
る基礎資料を得ることを目的とする。
言語文化研究所では、他方で、若者 (学生)の言語意識の分析を行って
いる。若者ことばの現在を理解するためには、彼らの言語能力形成の点で
重要な影響を与えると推測される、小学校の言語教育についても調査する
ことは意味がある。また、国語史研究の観点からも、現代のことば教育の
データが必要であり、そのためにも国語科教科書の調査は有効なものとな
るはずである。
今年度は、教科書に使われている教材による語彙や漢字の違いに関する
分析を試みた。本年度はそれについてまとめる予定であったが、もう少し
教材の性格 (文学教材、作文教材、言語教材などの違い)との関連につい
て分析を深める必要が生じた。そこで、この問題については来年度を最終
年度として研究をまとめる予定である。
(2)学生の言語意識の調査研究
この研究の目的は、学生たちがことばをどう使い、どう解釈するかの調
査を通して、若者の言語意識の本質をさぐることにある。若者 (学生)の
言語意識の分析を通して、日本語の将来を考える基礎データを得ようとす
るものである。
今年度は、女子学生のことばの使い方と自立意識の関係を扱った。女子
学生が男性とのつきあいにおいて、ことばの上でどのような態度をとり、
それが自立意識とどうかかわっているかについて、アンケート調査を行っ
て、その結果を分析した。その結果については、LCレポート9号で「こ
-1-
2_i998年度の刊行物等
(1)言語文化研究所年報第9号
前年度 (1997年度)における研究成果の報告として、以下の論文を掲載
して刊行した。
佐竹秀雄 :新聞社会面記事の語彙と漢字-1997年の新聞3紙を資料とし
て一
西崎 亨 :「あの」の機能一班―歌謡の中の「あの人」
岸本千秋 :女子大生の敬語意識
市川真文 :読むことの情報化対応一国語科における情報教育―
高橋博美 :フッァション雑誌に見る「女らしさ」の変容
(2)研究レポート(LCりぽ―と)9号・10号
1998年度において、「学生の言語意識の調査研究」の題日のもとに行っ
たアンケート調査の結果と、新聞データをもとにしての語彙調査の結果に
ついて報告した。各号のタイトルと内容は次の通り。
第9号:ことば 女と男のあいだ
最近の女性は自立意識が高いと言われる。学生たちの世代において
も、そのような意識はあるのか。たとえば、女子学生は男性とのつき
あい方について、ことばの上でどのような態度をとりたいと考えてい
るのか。こうした問題に関する質問、たとえば、喫茶店に誘うときの
ことば、恋人や夫といったパートナーに対する呼び方について、アン
ケート調査を行って、結果を集計し簡単な分析を加えたもの。
その結果、女子学生には男性を立てる感覚をもった人たちが少なか
らずいるように思われた。また、その感覚は自立志向の強い人よりも
弱い人に多く見られそうだと思われた。
第10号:新聞第一面の語彙
1997年発行の朝日、毎日、読売新間の3紙の第一面を取り上げて、
そこに出現した語彙を調査したものの中間報告。その結果、非常に多
とば 女と男のあいだ」というタイ トルてヽ限告した。
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くの漢語が使われていることが明らかになった。
そのより詳しい報告が、本報告書の佐竹秀雄・岸本千秋「新聞第一
面の語彙-1997年の新聞3紙を資料として一」である。
3.言語文化セミナーの開催
1997年11月14日(金)午後 1時から、本学Ll-602教室において、「 こと
ば、女と男のあいだ」と題して、言語文化セミナーを開催した。
セ ミナーでは、まず研究所側から本学の学生に対するアンケート調査をも
とに報告。デート代はフリカンにするとヽヽう男女対等型が多いなかで、恋人
や夫に呼び捨てにされたいという意見がかなりあることを指摘 した。
その後、タレントで武庫川女子大学の卒業生でもある遥洋子氏を講師に迎
えて講演をしていただいた。遥氏は、以前、本学の小松満貴子教授のところ
に研究生として女性学を学び、現在は東京大学の上野千鶴子先生 (社会学)
の研究室で勉強中。遥氏は、講演で、アンケートの結果について、また、日
ごろのフェミニズム研究の成果を話された。
4_科学研究費補助金による研究
1998～99年度、「新聞記事に基づく生活基本語彙の選定」(基盤研究 〔C〕)
というテーマで、科学研究費補助金を得た。
これは、一般人が日常生活を送る上で本当に必要な語彙 (これを生活基本
語彙と呼ぶ)を明らかにするために、人々の生活とかかわりの強い新聞の生
活・家庭面の記事を対象として、生活基本語彙を、調査、分析しようとする
ものである。
本年度は、新聞3紙 (朝日・毎日・読売)朝刊の生活・家庭面からそれぞ
れ無作為抽出したデータを入力し、語彙調査を行った。
なお、研究メンパーは次のとおり。
研究代表者 :佐竹 秀雄 (文学部 教授)
研究分担者 :西崎  亨 (文学部 教授)
研究分担者 :内村 有里 (文学部 助手)
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研究協力者 :岸本 千秋 (言語文化研究所 助手 )
5_事務報告
(1)組織
所 長 :佐竹 秀雄 (文学部国文学科教授)
研究員 :西崎  亨 (文学部国文学科教授)
研究員 :市川 真文 (文学部国文学科助教授)
研究員 :平岡 照明 (文学部英文学科教授)
助 手 :岸本 千秋 (言語文化研究所非常勤助手)
(2)その他
9月19日に本学で、ことわざ研究会による第10回ことわざフォーラムが
開催された。その運営に本研究所は協力した。
なお、フォーラムのテーマは「 ことわざと笑い」。その中のシンポジウ
ムで、本研究所の佐竹秀雄がパネリストとして「上方落語にみることわざ」
という題目で報告した。
-4-
武庫川女子大学言語文化研究所年報 第10号(1998)
新 聞 第 一 面 の 語 彙
-1997年の新聞3紙を資料として一
1_ はじ
“
〉に
若い人たちの間では、新聞を読まないという人が増えている。読むとして
もテレビ欄だけという人もいる。それに比して、インターネットの利用者数
はますます増加の傾向にあるし、テレビは多チャンネルの時代である。雑誌
類は種 雑々多なものが発行されている。情報の媒体として新聞を読まなくて
も、社会の動きを知ることは簡単にできるのである。しかし、毎日発行され
る活字の情報媒体として、新聞はやはり身近なものであろう。
その新聞の語彙の現状はどうなっているのか。新聞の語彙調査は、かつて
国立国語研究所によってなされたが、それからすでに30年以上経っている。
言語研究のためにも、最近のことばの動向を知るためにも、最新の新聞語彙
のデータがはしい。本格的な新聞の語彙調査を企画しているが、そのための
前段階として、ここでは、新聞の第一面を対象に語彙調査をした。本稿はそ
の報告である。
昨年の言語文化研究所年報第9号では、佐竹が「新聞社会面記事の語彙と
漢字」で、1997年の新聞社会面 (いわゆる三面記事)に出現した語彙と漢字
についての調査結果を報告した。今回の調査対象は、それと同じく1997年の
新聞で、第一面のデータである。
2.調査の方法
朝日、毎日、読売の新聞3紙(各大阪本社発行)の第一面について、1997
年 1月～12月における、休刊日を除くすべての日の朝刊から、各日5文ずつ
を無作為抽出した。
?
?
?
?
?
?
?
?
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データの抽出方法は次の通 りである。まずパソコンで乱数を発生させ、一
対の数値を決める。その二つの数が、それぞれ紙面におけるタテ位置とヨコ
位置を指す。タテ位置は紙面の段の数を、ヨコ位置は段における左からの距
離を意味する。タテ位置である段については、新聞の各面の基本段数が15な
ので、その紙面で該当する15以下の数に限定 した。ヨコ位置は、新聞の横幅
が約380ミリメートルあるので、380以下の数を求めた。次に、その二つの値
によって決められた一点を含む、もしくは最も近い文を選ぶ。ただし、記事
の見出し、広告欄、写真の説明文、天気予報の説明文、各紙面の目次、数字
のみを羅列したものは対象外とした。
この操作を、3紙の朝刊それぞれに対して5回ずつ行うことによって5文
ずつを抽出したのである。このようにして得られたデータは、月1回の休刊
日を除いた353日分あ り、全体では5,295文であった。これを計算機内に入力
し、プログラム処理によって使われている語彙を調べた。調査対象とした語
彙は自立語だけで、助詞、助動詞は含めない。語彙の調査単位は短単位1)と
した。その結果、
延 べ :125,837語
異な り:11,721語
が得られた。
3.調査結果
3.1.語彙表
度数順語彙表の一部 (度数40まで)を掲げたものが、表 1である。複数の
読みが可能な語彙にはできるだけ読みをつけるようにし、漢語は片仮名、和
語は平仮名で示している。同一の語彙について仮名表記と漢字表記の両方が
あった場合は、「既に くすでに〉」「目指す 〈めざす〉」のように表し、度数は
両者の合計数を示している。語種については、和語 (W)、漢語 (K)、外来
1｀ 国立国語研究所の現代新聞3紙の調査で使われた単位で、同研究所の雑誌九十種
調査ではβ単位と内容的には同じものである。そのくわしい規定は、同研究所報告12、
21、37に記載されている。
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新聞第一面の語彙
順位  語   語種 度数 パー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
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K 310
K   302
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W  296
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K   253
K   247
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4
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K   138
K   138
K   138
K   135
K    133
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-   125
K  125
K  125
-  124
VV  124
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K  124
K  124
K  123
K  122
-   122
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K   l18
K   l18
K   l18
K1   115
K l14
K l14
■7  114
W  l13
K l13
G l12
K l12
92
94
95
95
1.3
1.3
1.3
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2
1.2
98
98
100
101
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110
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1.0
1.0
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
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0.9
0.9
0.9
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順位  語   語種 度数 パー ミル  順位  語   語種 度数 パー ミル
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150
151
151
151
151
155
156
156
158
158
160
161
161
161
164
165
165
165
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169
169
172
172
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175
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177
177
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180
180
180
180
180
185
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.9
0.8
0.8
0.8
0.8
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0.8
185
185
188
188
188
188
188
188
188
195
195
195
198
198
198
198
198
203
203
203
203
207
207
207
210
210
210
210
210
210
210
217
217
219
219
219
222
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
進める
被告
結果
削減
施設
調べ
」ヒ
制度
法
0
株
兆
最終
都 (卜)
内 (ナイ)
出る
%
情報
処理
社会
職員
法人
考え
時間
費
さらに
財政
環境
決める
年度
一部
計画
新聞
中 (なか)
認める
団
マV  l12
K lll
K l10
K l10
K l10
■7  110
pV  1 9
K   1 8
K   1 8
-   1 7
W  107
K   1 6
K   1 5
K   1 5
K  105
フV  104
G   1 3
K   103
K  103
K  102
K 101
K 101
K 101
VV  100
K   100
K   100
マV・  99
K    99
K    98
VV   98
K1   98
K    97
K    97
K    97
VV.  97
VV  97
K    96
得る
米国
一方
午前
今後
車 (シャ)
提供
発表
万
員
行う
事故
現在
向ける
国会
対象
予算
??
??
??
?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?‐
?‐
?‐
??
??
??
?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
会長 今年
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山
0.8
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.8
.8
.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.8
0.7
0.7
0.7
0.7
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0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
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税
同日
関連
百
9
京都
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順位  語   語種 度数 パー ユ  順位  語   語種 度数 パー ミル
222
224
224
224
224
228
228
228
228
228
233
233
235
235
235
235
235
240
240
240
243
243
243
243
243
248
248
250
250
250
253
253
255
255
255
255
259
0.7
0.7
259
259
259
263
263
263
263
267
267
267
267
271
271
271
271
271
276
276
276
276
276
281
281
281
281
281
281
287
287
287
287
287
287
287
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0.6
0.6
0.6
中国
6
会談
大蔵
統領
7
以上
局
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支援
額
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対策
政治
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合意
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策
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8
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地域    K
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開発    K
見直す   W
須磨    ―
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うえ    W
処分    K
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入る   W
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新     K
調整    K
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際     K
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副      K
業務    K
交渉    K
事実    K
町 (チョウ)K
不正     K
目         W
O       ―
かける   W
県警    K
見る    W
国民    K
持つ    W
世界    K
米軍    K
影響    K
含む    W
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.7
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0.6
0_6
0.5
0.5
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新聞第一面の語彙
順位  語   語種 度数 パー ミル  順位  語   語種 度数 バー ミル
295
295
295
300
300
300
300
300
305
305
305
305
309
309
309
309
309
309
315
315
315
318
318
318
318
318
318
324
324
324
324
324
324
324
324
332
332
0.5
0.5
0.5
332
332
336
336
336
336
336
336
342
342
342
342
342
342
342
349
349
349
349
349
349
349
356
356
356
356
360
360
360
360
360
360
360
360
360
360
370
0_5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
今回    K
兵庫    ―
本 (ホン) K
アジア   G
患者    K
始め    W
住宅    K
中心    K
沖縄    ―
再     K
理事    K
枠     W
意見    K
割     W
含める   W
行く    W
場 (ジョウ)K
説明    K
すで く既〉に W
小 (ショウ)K
中央    K
わかる   W
具体    K
自治    K
首脳    K
出す    W
対応    K
こう    W
安田    ―
厚生    K
構造    K
国内    K
盛る    W
分かる   W
民主    K
メートル   G
道 (ドウ) K
目指くめざ〉す W
両      K
家     K
機     K
五十    K
衆院    K
通信    K
力 (リョク)K
回     K
技術    K
商法    K
政策    K
表明    K
夜     W
予定    K
移植    K
官     K
基本    K
省庁    K
大使    K
目標    K
率     K
ロシア    G
組織    K
体制    K
団体    K
以降    K
一般    K
規制    K
起訴    K
指摘    K
損失    K
第一    K
同社    K
模様    K
労働    K
意向    K
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0_5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
0.5
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370
370
370
370
370
370
370
370
370
370
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
381
395
395
395
395
395
395
395
395
403
403
403
403
403
改正
基準
近く
検査
見通 し
債権
状況
新進
理由
´ヽフレー
安全
院
加える
1日
歳
市立
周辺
新た
請求
続く
日米
米
役
韓国
公共
口座
続ける
提案
内容
返還
要求
キロ
解決
基地
四十
事情
化する
順位  語   語種 度数 バー シ  順位  語   語種 度数 バー ンレ
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
403
403
403
403
412
412
412
412
412
412
412
412
412
412
422
422
422
422
422
422
422
422
422
422
422
422
422
435
435
435
435
435
435
435
435
435
444
生 (セイ)
大きい
同じ
要請
とる
株式
管理
強化
現金
初めて
段階
犯行
郵政
郵便
いく
ドル
各
活動
記者
殺害
時代
条約
石油
二百
平和
防衛
本社
めぐる
基づく
規模
教育
作業
参加
多い
破たん
部分
まま
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新聞第一面の語彙
順位  語   語種 度教 パー ミル  順位  語   語種 度数 パー ミル
444
444
444
444
444
444
444
444
444
444
444
444
444
458
458
458
458
458
458
458
458
458
458
458
458
470
470
470
470
470
470
470
470
470
470
470
470
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
470
470
470
470
486
486
486
486
486
486
486
486
486
486
496
496
496
496
496
496
496
496
496
496
506
506
506
506
506
506
506
506
506
506
506
506
506
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.3
空港
件
殺人
姿勢
指導
条件
図る
整備
選
大学
脳死
保証
役員
システム
維持
関西
形 (ケイ)
使用
市民
主張
組合
導入
保護
防止
予想
それ
応じる
課
公邸
考える
再編
最大
主義
住民
生活
投票
内閣
人質
総合
臓器
大手
中学
法案
一時
会見
共同
最高
実現
所得
全
台
置く
方向
センター
改善
現場
賛成
自己
自由
取る
十分
重要
泉井
組む
総額
他
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
0.4
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
0.3
0.3
0.3
0.4
0.4
0.4
0.4
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順位  語   語種 度数 パー ミル  順位  語   語種 度数 パー ミル
506
506
506
506
506
506
525
525
525
525
525
525
525
525
525
525
525
525
537
537
537
537
537
537
537
537
537
537
537
537
537
537
551
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
大和
通 り
程度
当局
分野
利用
お
拡大
関与
行革
自動
多く
聴取
批判
比
民間
預金
論議
系
今月
詐欺
裁判
始まる
支持
修正
千
総
動き
派
被害
方 (かた)
連合
以来
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
‐
?
‐
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?‐
?‐
?‐
?‐
?‐
?‐
?‐
?‐
?‐
?‐
?‐
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
0.3
551 医師    K
551 温暖    K
551 海 (カイ) K
551 危機    K
551 三菱    ―
551 市内    K
551 新党    K
551 成立    K
551 選挙    K
551 知事    K
551 方式    K
563 か く力〉月  :K
563 火災    K
563 確保    K
563 期間    K
563起きる   W
563 緊急    K
563 厳しヽヽ   W
563 支出    K
563 重油    K
563 ′」ヽ沢      ―
563 推進    K
563 正式    K
563 線     K
563 地球    K
563 直接    K
563 都市    K
563 頭取    M
563 与える   W
563 来年    K
563 連続    K
563 六十    K
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語 (G)、混種語 (M)、および、その他 (―)の5分類とした。その他は「 日
本国内の地名・人名等の固有名詞及びアラビア数字」に限った。したがって、
固有名詞であっても「ベルー」「 ダイアナ」などは外来語として扱い、漢数
字の「一」～「十」については漢語と認定した。出現率はパーミルで表して
いる。
最も多かったのは「する」で、それに「いる、日 (ニチ)、 こと、一」と
続いている。これらの語彙は新聞の語彙調査では常に上位を占めるものであ
る。今回の調査における特徴的な語彙と思われるものとしては、29位の「証
券」、55位の「総会」、58位の「利益」、87位の「供与」、そして、89位の「屋」
や「代表」などが挙げられよう。これらは証券会社が総会屋に利益供与をし
ていた事件に関係する語彙である。また、「容疑」(31位)、「事件」(33位)、
「捜査」(57位)なども一般的な事件・事故を表している語彙である。これ
らの語彙が上位にきたという事実は、1997年には第一面に取り上げられるよ
うな、世間を騒がせた事件が多かったことを反映しているものであろう。「省」
(29位)、「党」(39位)、「政府」(43位)、「首相」(72位)、「金融」(81位)、「銀
行」(84位)などは政治・経済にかかある語彙であり、新聞第一面の特色を
表している。東京 (58位)より、大阪 (48位)の方が上位に入っているのは、
大阪本社発行の新聞ということで、地元に関連する記事の多さが影響してい
ると考えられる。
3.2.語種別使用率
語彙の語種別比率を次に掲げる。図1から図3がそれで、図 2、 図3は、
異なりと延べについて、出現度数を5段階に分けてそれぞれの出現頻度レベ
ルでの語種比率を表したものである。
まず、図1について見ていく。ここで注意を引くのは、漢語の使用率の高
さである。和語に比べて、異なりではぼ2倍、延べでは2倍以上になってい
る。その理由としては、新聞記事という媒体の特異性が考えられる。新聞で
は限られた紙面で情報を伝える必要があるため、短く簡潔に表現できる漢語
が好まれる。また漠字を多用する傾向もある。たとえば、「アメリカ」は、
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図1 異なり語数と延べ語数 ????????」
異なり 延ベ
?
?
?
??
?
?
83 45
10
16 3.1
92
出現度数が18で1,253位に入っているが、アメリカを表す語彙は「米」とし
て使用されているものが多い。「米国」(185位)、「米軍」(287位)、「 日米」(381
位)などがそれである。片仮名表記にすると4字分のスペースを必要とする
が、漢字表記 (漢語)では1字分で済む。もう一つには後述するが、日時や
金額など新聞記事にとって欠かせない要素である数字が、高い出現頻度のレ
ベルで多くを占めていることが考えられる。前述のように漢数字は漢語とし
て扱ったので、必然的に漢語の使用率が高くなっていると推測される。
しかし、今回の新間の漢語使用率は、他の調査結果と比べても非常に高い。
過去の調査、たとえば、国立国語研究所の雑誌調査2)では、異なりは和語 (36.
7%)より漢語 (47.5%)の方が高いが、延べでは逆転して、和語が53.9%
で漢語が41.3%である。それと比較してみても、今回の調査では漢語の使用
率が非常に高いことが大きな特徴であると言えよう。
外来語は延べ語数3.1%、異なり語数9.2%であった。一番多く使用された
外来語が「グループ」(147位/度数112)で、「パーセント (%)」、「アジア」
と続いている。先の雑誌調査 (41年前のデータ)では、延べ2.9%、異なり
9.8%であるから、当時とさほど大きな差はない。一般に、この二、三十年
の間に、外来語が大きく増加しているだろうと推測されているが、新聞の第
一面に関してはその推測はあてはまりにくいようである。
2' 国立国語研究所報告25『現代雑誌九十種の用語用字 第三分冊 分析」(秀英出版,
1%4年)
272
目 日
280
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匡 厖
新聞第一面の語彙
その他は先にも述べたように「 日本の固有名詞及びアラビア数字」である。
調査時では、毎日新聞が日時、年齢、数量などをすべてアラビア数字で表し
ているのに対し、朝日新聞と読売新聞はそれらを漢数字で表 している。この
毎日新聞の表記方式は近年のや り方であり、以前ならばもっと漢数字が多か
ったことになり、それに応じて漢語の比率がさらに高くなっていたと考えら
れる。それはともかく、新聞における数字の重要さは大きく、表 1で、アラ
ビア数字と漢数字を合わせると、50位までに13語も占めている。
次に、図 2、 図3を見てみよう。出現度数を5段階に分けた、頻度段階別
の語種比率グラフである。グラフを見やすくするために、混種語 (M)とそ
の他 (―)は一緒にして表している。
図2 異なりの頻度段階別の語種比率
24以上
23～10
9～6
4～5
3以下
24以上
23～10
9～6
4～5
3以下
図3 延べの頻度段階別の語種比率
50
?
?
?
?
?
::|:■266●::::::::
:::::::::::292::::::::::::
04 ■:29
::::::::::26_7::::::
1:1:::281■:::::
0 25
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外来語は、異なりも延べも、出現頻度のレベルが低いほど、外来語の比率
が増えている。たとえば、異なり (図2)で言うと、度数24以上では2%に
満たないが、度数3以下では11%を超えている。つまり、外来語は繰り返し
て使用されるような語彙は少なく、反対に、さまざまな外来語が1回から3
回という少ない頻度で使用されていることを意味している。図2で、外来語
と対照的なのが漢語である。漢語は出現頻度レベルが低くなるにつれて、漢
語の比率が小さくなっている。つまり、繰 り返し使用される語彙が多いとい
うことである。
また図3では、和語が、全体の傾向として、出現頻度レベルが高くなるに
つれてその占める比率が小さくなっているのに、度数24以上では比率が増え
て、30%近くを占めている。これは「する」(1位/6,419)、「いる」(2位/
2,081)の度数が、3位以下の語彙の度数を大幅に上回っており、それによ
る影響が大きい。
3.3.外来語とその他
次に、外来語とその他について、出現度数の高い30語を示す。( )内は
全体の順位である。
外来語では基本的でなじみの深い語彙が上位に入っている。14位の「ガイ
ドライン」は、比較的新しい語彙で、「 日米防衛指針」が取 り沙汰されてい
たことがわかる。また、「ペルー」、「オレンジ」は、それぞれ連日報道され
ていた事件に関連する語彙である。
その他では当時の首相の名 (橋本)より、いわゆる「世間を騒がせたコと
される人物の名 (小池/隆一)の方が上位にランクインしている事実が興味
深い。それ以外の人名の「安田」「泉井」「友部」「土師」は、事件に関係す
るものであり、これらからも1997年の事件がうかがえる。「神戸」「須磨」と
ヽヽう地名は、神戸市須磨区での児童連続殺傷事件に関係しているものだろう。
関西地方での事件ということもあってか、第一面で頻繁に取り上げられてい
たことがわかる。
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外来語
順位 順位  語  度致{パー ミル)全劇強
1
2
3
4
Э
6
7
8
9
10
11
11
13
14
14
16
グループ 112(0.9)
%         103(0.8)
アジア   68(0.5)
メー トル   62(0.5)
ロシア   58(0.5)
ベルー   55(0.4)
キロ    53(0.4)
ドル      51(0.4)
システム  48(0.4)
センター  44(0.3)
ガス    37(0.3)
テレビ   37(0.3)
ケース   34(0.3)
ガイドライン 32(0.3)
ホテル   32(0.3)
ウラン   29(0.2)
147
165
300
332
356
381
403
422
458
506
634
634
695
737
737
815
17 カンボジア
17 ホーム
17 レベル
20 エネルギー
20 サービス
20  ト ップ
20 バンク
24 メーカー
25 ドイツ
25 ビル
26 オ レンジ
26 ヘ リポー ト
26 マイナス
26 メンバー
26(0.2)
26(0.2)
26(0.2)
23(0.2)
23(0.2)
23(0.2)
23(0.2)
22(0.2)
21(0.2)
21(0.2)
20(0.2)
20(0.2)
20(0.2)
20(0.2)
918
918
918
1,023
1,023
1,023
1,023
1,067
1,108
1,108
1,154
1,154
1,154
1,154
その他
順位 語   度致(バー ミル)全体颯也 順位   語   度郵′｀一ヽ ル)全体項位
1
2
3
4
Э
6
7
8
9
10
10
12
12
14
15
16
17
27
46
48
58
109
125
128
134
158
219
219
224
228
240
253
259
263
1
2
大阪
東京
小池
3
4
神戸
野村
8
橋本
須磨
363(2.9)
278(2.2)
264(2.1)
222(1.8)
144(1.1)
125(1.0)
124(1.0)
122(1.0)
107(0.9)
88(0.7)
88(0.7)
86(0.7)
85(0.7)
82(0.7)
78(0.6)
76(0.6)
75(0.6)
70(0.6)
69(0.5)
67(0.5)
63(0.5)
47(0.4)
44(0.3)
44(0.3)
41(0.3)
40(0.3)
39(0.3)
38(0.3)
36(0.3)
32(0.3)
?
?
?
?
?
?
18  0
19 兵庫
20 沖縄
21 安田
22 隆一
23 泉井
23 大和
25 三菱
26  ′」ヽ沢
27 奈良
28 友部
29 友が丘
30 土師
287
295
305
324
470
506
506
551
563
584
609
650
737
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4.おわりに
1997年は、社会で大きく取 り沙汰される事件が起こった年である。「神戸
児童連続殺傷事件」「ベルー日本大使公邸人質事件」「 ロンアのタンカーから
重油流出」「大企業が総会屋へ利益供与」など。これらのニュースは、政治
経済面が中心である第一面をもにぎわせた。それだけ大きな事件であったと
いうことであろう。
また、氾濫していると言われる外来語であるが、第一面に関しては、基本
的な語彙が使用されていて、使用率も過去のデータと比べてそれほど変わっ
ていないことがわかった。
そして、何より注目されるのは、漢語の使用率の高さである。新聞第一面
の記事という特異性を考え合わせたとしても、紙面の6割強が漢語で占めら
れている状態は、他のマスメディアと比べても異質であろう。新聞を読まな
い若者たちが増えている理由の一つが、ここにもあると言えるのではないだ
ろうか。
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アメリカでのコンピュー タを利用した指導法研究
一 国語科における情報教育2-
市 りll  真 文
コンピュー タからメディアヘ
アメリカでのコンピュータを利用した学習指導方法の研究は、鈴年代に盛
んになった。それ以降、現在でもコンピュータを学習指導に積極的に利用し
ようと研究が行われている。しかし、80年代の研究が目指していたものと、
現在の研究が構想している授業実践とのあいだには、大きな隔たりがあるよ
うに見える。
それは、たとえばコンピュータという用語が、80年代と現代とでは研究の
なかで占めている位置が違っていることからもわかる。同じようにコンピ
ュータを利用しながらも、その意味付けは変わってきている。80年代は、コ
ンピュータとかコンピューティング、コンピュータライズとヽヽう用語が、そ
のまま研究を性格づけるキーワードとなっていたといえる。現在の指導方法
研究でもコンピュータという用語は用いられているが、研究の特質を示す用
語とはいいがたい。現在の研究を性格付ける用語としては、メディア、とく
に電子メディア、マルチメディア、デジタルメディアが適当であり、実際に
論文・報告などでの使用が目立っている。いずれも、モノとしてはコンピュー
タが核となっているのだが、コンピュータといわずに、あえてメディアと呼
ぶところに、80年代の研究から進んできた現在の研究が求めているもの、あ
るいは、この間における授業構想の中でのコンピュータに果たさせたい役割
の変化、その根底にあるそもそものコンピュータについての認識の変化がう
かがえるといえよう。
そこで、80年代の終わりから90年代の前半にかけてのいくつかの研究報告
を並べてみることで、この間のアメリカの指導方法研究の転換を素描してみ
たい。
-21-
80年代実践研究への反省
85年にUSA Todayが行った調査では、83年に学校に導入されてヽヽるコン
ピュータはおよそ29万台であったが、85年には107万台、326人に1台の割合
であったものが、40人に1台になり、これがさらに89年には280万台、15人
に1台となるという予測を立てていた。コンピュータの利用の仕方も、70年
には学習指導でコンピュータを利用する割合は1%でしかなかったが、80年
には5%、85年には30%と増加し、90年には学校でのコンピュータ利用の半
分が授業での利用になるだろうという推測がされていた。
ところが、88年の時点で次のような指摘が成されている。
急速におこった、読み書きの学習指導においてマイタロ・コンピュー
タがもたらす可能性についての、最初の頃の熱中が過ぎてしまうと、一
般的な大多数の教師たちの間では、コンピュータ利用が次第に減少して
いった。(McCInt∝k1988)
要するに、コンピュータを利用した指導法の研究、授業構想の研究は、一過
性のものであったとヽヽうのである。多くの教師にとっては、授業でマイクロ
・コンピュータを使うことは、さほど魅力的ではないということであろう。
アメリカでのコンピュータを利用した指導法の研究は、いわば国家的プロジ
ェクトとして始まったのだが、この指導法開発が10年ももたず、根付くこと
なく後退していったわけで、この原因はさまざまに分析されている。
Balaj■yは、
教室技術の批評の盛り上がりは、ハードウェアとソフトウェアの品質
の低さと、テクノロジーの成果を教室での有意義な学習に結びつける点
での教師の無能さに向けられた。さまざまな教育研究者が、失敗した「マ
イクロ・コンピュータ革命」を調査し、大勢が、教育におけるコンピュー
タ利用への興味が低下した要因、教師教育や熱意や責任にかかわる要因
を認めている。合衆国科学技術監査局は、いくつかの学校を調査して、
テクノロジーの可能性がいまだ実を結んでいないのは、教師に関わる3
つの主要な要因によると結論付けた。それは、時間の欠如、機会の欠如、
支援の欠如である。(&止jthy l"4)
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とまとめている。実施したい授業にみあうだけの質の´ヽ― ドウェア・ソフト
ウェアがなかった り、あるいは教師自身の技術上の応用力 ‐実践力のなさが
指摘されている。さらに、学校側の要因については、教師教育の中でコンピ
ュータなどの利用教育が十分に行われていないこと、指導方法の改善にコン
ピュータを利用する意欲が乏しいこと、実際に利用しようとしても管理運営
上の問題から思うように実践できないことが述べられている。教師の実践場
面では、コンピュータを利用した実践に取 り組むにあた り十分な時間がなく、
また日常的にコンピュータに接することができず、実践している教師たちヘ
の有効な支援の手だてがないがために、コンピュータがその可能性を学習指
導で実現しえていないとしている。これらはいずれも、コンピュータの有効
利用をはかるうえで整備すべき要因であり、現在にあっても重要な指摘であ
る。
しかし、いわばこれら授業とコンピュータをとりまく環境の問題にもまし
て考えてみねばならないのは、コンピュータは何をするものなのか、コンピ
ュータを学習指導で利用するとはどういうことなのかという点であろう。
読書の入門期にかかわる次の指摘のなかに、80年代の実践が前提とし、ま
た、それゆえ十分な効果をあげえなかった原因を探ることができる。それは、
観察されたふたつの読書の事例、庭で見つけたアリについて、父親と一緒に
百科事典で調べることと、マーサ・メイヤーの『おばあちゃんとぼくと』を
CD‐ROMで読むことをもとに、入門期とコンピュータのかかわ りの根幹を
ついてヽヽる。
これら2つの異なった出来事は、私の心の無意識の領域で、どうヽヽ う
わけか二重写しになってきた。一緒に百科事典のページを繰っていたと
き、父親の膝にあたたかく持たれていた少年と、マウス・クリックにつ
れてアニメーションが動きだした り、コンピュータの声が単語を読み上
げるときに、ひとりぼっちでいすに座っている少年のイメージ。どちら
も、子どもが本に没頭しているイメージではあるけれど。私は、コンピ
ュータによって読書の経験が与えられる少年について心配になってくる。
子どもたちの本のコンピュータ化された版は、読書の経験に創造的な経
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験を補うことができる。だが、優しく曖かい声や肉声によって朗読され
るお話や挿絵を楽しむために実際の、生きている、そして思いやり深い
人に寄り添う感覚を、コンピュータで置き換えることはできないし、そ
うするべきでもない。 一中略― 子どもたちに文学を最初に経験させ
る仕事にあっては、コンピュータは、人間の程度の低い代用品にすぎな
い。(Me■on 1994)
コンピュータがもたらすであろう価値、読書における創造的な経験を認めつ
つも、「優しく暖かい声や肉声によって朗読されるお話や挿絵を楽しむため
に実際の、生きている、そして思いやり深い人に寄り添う感覚を、コンピュー
タで置き換えることはできないし、そうするべきでもない。」と断じている。
そのとおりであろう。が、この判断の根底には、コンピュータが人間の機能
の代行をめざしているという視点がある。この立場によれば、「コンピュー
タは、人間の程度の低い代用品にすぎない。」とは当然の帰結であろう。こ
の発言は94年のものであるが、80年代のコンピュータ利用をふまえてなされ
た発言であることを考えれば、おろそかにはできない。
80年代に「マイクロ・コンピュータ革命」と呼ばれた実践研究の大半は、
CAIとかチュートリアル‐システムであった。この時期の研究報告には、「コ
ンピュータによる学習プログラムの設計」「チュートリアル・システムの構
築」あるいは、それらのもとになる「コースウェアの分析」といったタイト
ルが目立つ。85年のUSA Todayの調査でも、コンピュータ導入にあたって
何をしたいかという設間に対して、小学校で6割、中学校・高等学校で3割
の教師がCAI、チュートリアルと回答している。当時の実践家たちのコン
ピュータ観や関心のありどころがよくわかる結果だろう。
ところで、実際にコンピュータを導入し、学習指導での利用を始めてから
同様の質問をすると、CAIやチュートリアルと回答する率が低下している。
当時すでに、批判的にCAIはカプの鳥の学習と呼ばれていた。かぎられた
枠組みのなかで、限定された反応しか認められない身動きのままならぬ状態
で、与えられた課題を消化する学習と言われていた。このようなCAIでの
コンピュータの役割は、教師の教授機能を取 り出し、それを代行させるとい
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う発想で考えられていた。結局は、学習者の主体的な学習を保証しえないシ
ステムとなってしまった。このようなCAIの実際のあり様が、コンピュー
タ導入後のCAI・チュー トリアルに対する教師の興味の低下、ひいてはコ
ンピュータ利用の減退を引き起こしたわけで、先の「 コンピュータは、人間
の程度の低い代用品にすぎない。」という批判は、いたしかたのないもので
あろう。
学習環境としてのコンピュー タ
教授機能を代行させるCAIではなく、子どもたちの学習活動を刺激する
道具、子どもたちの活発な学習活動が展開できるような学習環境を構築する
手だてとして、コンピュータを利用しようとする方向が見られるようになっ
た。
次の資料は、89年から91年にかけて幼稚園と小学校 1、 2年を対象に行わ
れた研究、In‐Co工ext!という教育用ソフトウェアの開発・実践研究の報告
で、プログラムの概要を説明した部分である。
このプログラムは、幼稚園や 1・ 2年生に読む方法と文法を教えるた
めに、マルチメディア・アプローチを提供する教師支援プログラムであ
る。この方法は、児童の学習効果を高めるためのさまざまな指導の仕方
に、豊かな可能性を提供しようとするものである。それは、グラフィッ
タとテクストとアニメーションを統合したコンテクストによるアプロー
チである。すなわち、単語と文法は、絵と同時に語られる物語や、話さ
れあるいは視覚的に表現された文、文字と音声で示される独立したテク
ストといったコンテクストをとおして学習されることになる。この方法
は、児童から成人までの学習能力のあらゆるレベルに対応できるし、学
習障害のある児童たちの手助けになる。また、それぞれの児童たちのユー
ズにあわせて学習を構想しようとする教師に対して、十分な融通性を提
供するし、グループ学習の装置として利用するためのオブションやプロ
グラムを備えてもいる。(IЮ肛 1992)
このソフトウェアには、学習活動を拘束するコースウェアは存在しない。学
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習が成立するためのコンテクス トを、いろいろな情報を通して提供 しようと
するもので、CAIと同様に学習段階を設定 してはいるが、CAIではないも
のを目指している。「学習能力のあらゆるレヘルに対応でき」、また、教授機
能とか教材の論理構造からではなく、「児童たちのニーズにあわせて」利用
できる融通性をもっているという。これは、CAIのたくさんのレディーメー
ドからの選択とは根本的にちがう。
学習の結果についても、一定のコースウェアを段階的に学習していったわ
けではないが、明らかな効果が認められる。
7人の3歳の子どもたちは、導入段階で若干の名詞の絵が分かってい
た。彼らは注意深く物語を聞いて、モニタの上の対象となる名詞の絵を
マウスを使って動かし、その単語をWOrd―BOXに移 した。さらに、ヒ
アリングのあとセンテンスを読み、しかも次第に上達していった。絵の
単語とセンテンスのなかの単語とを一致させることができるようになっ
たし、若千の言葉を綴れるようになった。
6人の4歳児は、導入段階で若干の名詞の絵が分かっていた。注意深
く聞き、そのあとで上手にセンテンスを読み上げることができた。また、
マウスを上手につかい、アニメーションを楽しんで、いくつか単語を綴
ることができた。Word‐Boxの中の単語と文中の単語を一致させて認識
することができた。
8人の5歳の子どもたちはいくつかの単語と絵が分かっていた。彼ら
は上手に文を読み、注意深 く聞くことができる。絵に添えられた単語を
指し示すことができるし、上手に言葉を綴ることも、品詞を理解して
Word―Boxの中の名詞と文中の名詞とを対応させることもできた。
一般に5歳6か月頃が読書行動の質的な転換期で、それ以後が文字の読みを
主とする読書行動の時期とされている。だが、In―Context!を利用すること
で、 3～5歳でも文字習得が可能であり、単語の読み書き、文の読み書き、
品詞の理解が達成できるといってよかろう。
さらに、このソフトウェアの総括的な評価には次の7点が記されているが、
評価の根底には、コンピュータが子どもたちの活動をどれだけ支援できたか
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という観点がある。
(1):子どもたちが自ら積極的に活動しまた言語的な反応をすることや、
絵と音声とテタストを結びつける重要な能力は、子どもたちの興味を
そそり、子どもたちの注意をひきつけた。
(2):人や場所、物、出来事についての情報を与えることや、語順の発
見や順序の予測の可能性は、子どもたちの生まれつきの好奇心を満足
させた。
(3):適切に反復することで、単純な規則に抽象化する能力を利用して、
言語資料から構造を発見することができるようにした。
(4):物語が語られているあいだ、グラフィッタと文字と文と単語とを
区別できるようにした。
(5):注意の持続時間や集中力や識別力を高めた。
(6):多くの言葉の相互関係に気づけば気づくほど、学習が楽しい挑戦
となるようにした。
(7):学習した名詞、動詞、形容詞の間の結びつきを強化した。
学習者にとって有意義な活動のなかで学習が展開され、コンピュータはその
ような活動を支援し、経験を喚起する教授活動の手だてとして働くというの
が、このソフトウェアの基本的な考え方であろう。そのために、音声・文字
といった言語情報ばかりでなく、絵やアニメーションなどコンテクストを形
成するさまざまな情報を、学習者の働きかけに応してコンピュータに提供さ
せようとしており、CAIにみられる教授機能の代行としてのコンピュータ
の位置づけとは異なっている。いわば、構成主義的な学力観に傾斜しつつあ
る学習指導を実現するためのメディアとしてコンピュータが活用されている
のである。
マルチメディアの利用
Loarらの実践が指向していたメディアとしてのコンピュータを、より学
習者の側に引き寄せて、学習者の学習活動のメディアとしたのが、Balajぬy
の実践である。
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今日、テクノロジーの成果を教室に生かそうと試みることは、特別な
重要性を持っている。それは、教室技術の新しい方向性が示すものであ
り、教師や児童たちにより使いやすくパワフルなコンピュータ、音声合
成やビデオ機能などを統合したコンピュータをあつらえようとすること
に現れている。(Balajthy 1994)
ここでいう「教室技術の新しい方向性」とは、学習者の自発的で多彩な学習
活動にまとまりを与える技術上の核にコンピュータを置こうとすることであ
る。コンピュータ自体の革新が、多様な学習メディアを統合することを可能
にしたわけで、「テタノロジーの成果」とはこのことである。
「ベンジャミンウ ニヾー」プロジェクトは、大学の教育学部と地方の
小学校との共同の成果である。 一中略― ベア トリックス・ポッター
の「ヘンジャミンウくニー」が単元の中心テーマとして設定され、10日
間の統合的な単元が設計されることになった。この単元は、新しいテク
ノロジーの重要な成果、CD―ROMを取 り入れている。
この実践では、コンピュータ上に学習のコースウェアや情報が蓄積されて
いるのではない。基本的には、ホールランダージの学習指導過程をふんでお
り、その中で学習活動のメディアとしてコンピュータを利用するようにして
いる。 したがって、CD―ROIMやワー ドプロセッサソフトウェア、表計算 ソ
フトウェア、つまり複数のツールを利用するためのプラットフォームとして
コンピュータを位置づけ、またCD―ROMの音声や文字、絵、アニメーショ
ンを再生し、プリントアウトし、編集するメディアとしての機能を求めてい
るのである。
実践は以下のように展開した。
第 1日:子どもたちは、「ベンジャミン・バニー」を使い、活発に物語
の中身を予測した り話 し合った りすることを通 して、読書や思考活
動へ方向づけられていった。 一中略― 授業の終わ りに、教師は
クラスを10人ずつの2つのグループにわけて、それぞれ大きなポス
ター用紙に本の要約を書 くように導いていった。それらの要約は、
翌日までに、それぞれのグループのビッグ・ブックを作るために、
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1ペー ジに1行ずつ大きなフォントで印刷された。
(第2日:)教師はビッグ・ブックを導入して、声をあわせて読んだり、
短い単語の認知や理解活動のためのミニレッスンに子どもたちの興味
を引き寄せていった。読書の後に、子どもたちはそれぞれ1ベー ジず
つ分けられたビッグ・ブックに挿絵を描いて、出来上がったビッグ・
ブックはもう一度読みなおされた。
第3日:教師と一緒に読んだり、挿絵を描いたりするためのミニ・ブッ
タがそれぞれに渡された。昨日のビッグ・ブックと同様に、物語の要
約がレーザー・プリンターで印刷されて作られた。
第4日:1つのグループが教師の指導のもと、CD―ROMソフトウェア
の「ヘンジャミンウミニー」を読みなおし話し合うために、コンピ
ュータをつかった。もう1つのグループは、ビッグ・アックや ミニ
・ブックを使った学習を継続した。どちらのグループに対しても、
教師は絵や単語、物語についてより詳細に検討するように指導した。
授業の後半では、子どもたちは活動を交代した。
第5日:クラスを、綿についての社会と理科の学習に導入した。子ども
たちは本と関係付け、「 ピーターのコットン・テイル」やウサギの尻
尾と綿との類似性を話題にした。また、教師は、加工していない綿、
製品化された綿、綿布を示し、どのようにして綿がつくられ、布とな
るか話して聞かせた。それから、物語を読みなおし、また、子どもた
ち自身が、綿について物語ることをポスター用紙に書いていった。
第6日:小グループになり、彼らが話した物語を1文ずつ印刷した紙を
渡され、物語の順序になるように並び変えることをした。文字の発音
に注意が向いていった。
第7日:物語の中の単語とその中の1文字を大きなフォントで印刷した
ボスターを用意し、文字の読みに導いていった。また、物語の影響か
ら、種を蒔いてその成長をコンピュータを使って記録することにした。
第8日:子どもたちは種の働きの映画を見たあと、綿と豆と草の種の成
長について調べた。そして教師は、子どもたちにポッターの「成長し
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た小さな種」という本を読んで聞かせた。
第 9日:もう一度「ベンジャミンウ ニヾー」をコンピュータの上で読み
なおし、物語を復習し、文字と音声の結びつきをしっか りとさせるた
めの練習をした。
第10日:子どもたちは、ウサギは食料品屋でなにを買いたがるか話し合
いだし、ワードプロセッサソフトを使って、買い物 リス トを作 りだし
た。上手にタイプするために単語表記の練習をした。
10日間の単元を通 して、子どもたちは活発に活動し、ランゲージ・アーッだ
けではなく、理科、社会もふくめた総合的な学習を行っている。その根幹に
あるのはCD―ROMによって提供される「ベンジャミン ウ ニヾー」の物語で
あ り、物語を楽しむ経験であ り、そこから触発される関心である。それが学
習活動の核となり、技術上の核であリコンピュータを利用することで、確か
で豊かな学習を生み出しているのである。
同様にコンピュータを核として、絵本やCD‐ROM、アプリケーション・
ソフトウェアを活用した実践をおこなったWepnerは、
入門期において、テクノロジーを利用することは、文学ベースの読む
ことの学習を刺激し、拡大し、これまでになかった満足すべき指導の機
会を提供する。 一中略― すてきな絵本と使いやすい電子プログラム
の組み合わせに触れさせることは、子どもたちの想像力の冒険のうえで、
かつてないはどの創造性の高まりをかき立てることになるのである。
(Wepner 1992)
と述べて、電子メディアを利用することで、学習の質の高まりを保証できる
と考えている。Wepnerは、文学の読みの授業を、一人ひとりの学習者の文
学的な体験を、さまざまな形で追求し表現する授業として構想したが、これ
を技術の側から支えたのがコンピュータなどの電子メディアであった。
学習指導を学習者の側から構想し、多様で総合的な学習活動を組織する授
業を実現するためのメディアとしてコンピュータが利用されだしたのである。
と同時に、それは、コンピュータの機能の技術上の革新が可能にした学習の
仕方でもある。
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新しい学習内容の発見
学習活動の変化は、学習内容の再構成にむかう。
Rose&Meyerは、「 ランゲージ・アーツの指導におけるテクノロジーの
役割」とヽヽう論文で、コンピュータを利用するようになると言語の指導や学
習内容が歪められるのではないかとヽヽう批判に対し、言語教育史を通覧した
上で「新しいテクノロジーがランゲージ・アーツの指導を損なうことになる
のではないかという心配は、こと新しいものではない。」と述べている。ブ
ラトンも同様の危惧を抱いていたといい、それは当時のランゲージ・アーツ
である雄弁術が、読み書きの技術によって相対的に文化や教育の上での地位
を低下させ、文字とリテラシーが文明の基盤を作りかえてしまいはしないか
ということであった。結果はプラトンの予測のとおりであり、またそれがた
めに人間の言語能力が大いに伸展したと、彼らは考えている。
だから、
新しいテクノロジーがランゲージ・アーツ、これまでずっと私たちの
文化、文明、学校教育の中心にあったラングージ・アーツを浸食すると
いう兆侯は、どこにでもみることができる。私たちのなかに現代の悩め
るプラトンがいる。彼らは、ビデオゲームやコンピュータ、テレビなど
のデジタル世界にあっては、誰も読むことや書くことを学ばなくなるの
ではないかと、心配している。これは理に適ったことだろうか。 一中
略― 現在のランゲージ・アーツの学習課程が、いかなる技術とも無関
係に存在しているといった誤った印象が、教育者の間にみられる。これ
は全く正しくない。ランダージ・アーツの指導は、今は、基本的に書く
ことと印刷されたものに関わる技術 ―アルファベット、鉛筆、紙、本、
消しゴム、タイプライターなど―の指導である。
(R‐e&Meyer 1994)
と述べて、「現代の悩めるプラトン」の心配というものは、ランダージ‐アー
ツの学習課程が、言語やコミュニケーションの技術とは無関係で、ずっと変
わらずに定まっているとヽヽう誤った見方からきていることを指摘している。
ランゲージ・アーツの学習内容は、言語とそのメディアの技術に拠り所があ
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る。したがって、技術上の革新は必然的にメディアと言語技術を変容させ、
ランゲージ・アーツの学習指導を更新させるというこになる。
では、新しいテクノロジー、デジタル世界の技術とはどのようなものだと
いっているのだろうか。
情報をデジタル化することは、言語的な記録を越えて、表現の多くの
形式を含むことになる。例えば、子どもの描いた絵をスキャナーによっ
てデジタル化して記録し、またコンピュータのモニタの上に表示するこ
とができる。デジタル形式の絵は、編集されたり、モニタや印刷で、ま
た作文の一部として展示することもできる。作文やプレゼンテーション
の一部に、オーケス トラや学校のコンサートの録音を使 うこともできる。
デジタル化された情報は、文字言語による情報だけでなく、ひろく種々の情
報を利用し、統合的に扱うことができる。したがって、
ことばを伝えるだけでなく、話しているときの抑揚や身振 り、周囲の
動作、視覚的なコンテクスト、また非言語的な情報を伝えることができ
る。もちろん、テクス トはデジタル形式で供給することができるし、そ
れは紙に印刷したものよりもアクセスしやすい。
ここで、アクセスしやすいといっているのは、こういうことである。書か
れたもの、テクス トは広範に利用される可能性をもっているが、そのための
技術、リテランーはなかなか習得が難しい。また、いつでも利用できるとは
限らないし、障害をもっていた り、能力に乏しかったりした場合、文字言語
とリテラシーというチャンネルだけでは、情報に接することができないとい
うことになる。読書不振、学習不振にならっていえば、情報不振という状態
である。これに対し、マルチメディアの技術、情報をデジタル化するテク′
ロジーは、さまざまなチャンネルで情報ヘアクセスすることを可能にするの
だということである。これは、「デジタル化された情報の重要な特徴は、イ
メージや音、テキスト、録音された言語、ムービー・クリップ、アニメーシ
ョンなどが自由に変換できる、編集できるという点にある。」という情報の
可塑性、相互変換可能性にもとづくもので、「 これにより、デジタル化され
た情報は、状況や利用者の必要に応じて変換して提示することができる」の
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である。
一つの情報をさまざまなメディアをとおして利用することができるという
マルチメディアの技術が、現代のラングージ・アーツの背景にあるとすれば、
それはどのような学習指導を構想するのだろうか。
コンピュータやデジタルメディアの最高の役割は、教室においてテク
ストの印刷や指導のための装置としてではないであろう。ラングージ・
アーツにおいて新しいテクノロジーの役割は何であろうか。ブラトン以
来どの時代であっても事情は同じであったはずだ。新しいテクノロジー
は、私たちの効率的なコミュニケーションの能カー説得し、知らせ、
楽しませ、覚え、教え、芸術を生み出し、励ますための一コミュニケー
ションの能力を拡張することだろう。
と、新しいテクノロジーは、学習指導の方法よりも内容に深くかかわるとと
らえ、そこにマルチメディア技術の教育上の意義を認めている。しかも、そ
れはいわゆるマルチメディア・リテランーにとどまらない。
私たちは、話し、聞き、読み、書くという伝統的なラングージ・アー
ツの技能を子どもたちに教えつづける必要がある。けれどもそれは全体
の一部に過ぎない。自分の仕事のためにはどのようなメディアを利用す
るのがよいのか、効率的なメディア利用の方法を教えることは必要にな
ってくるだろう。ランゲージ・アーツの指導の役割は、子どもたちに効
率的なコミュニケートの仕方を教えることにあるはずである。
新しいテクノロジーが拡張したコミュニケーションの能力を育てていこう
とするラングージ・アーツの教育では、個々のメディアの技能とともに、そ
れらを統合し、効率的・効果的なコミュニケーションを展開するためのスト
ラテジックな能力の指導が求められているのである。
Rose&Meyerの見通しは、自ら楽観的とも言っているが、けっして机上
のものではない。理論的な対応関係があるのではないが、彼らの指摘するマ
ルチメディアが拡張したコミュニケーション能力に依拠する実践が報告され
ている。それは、6年生を対象にしたReismmの授業である。
Reissmmは、一冊の本の冒頭の読み聞かせから始める。それは、子ども
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たちの生活環境とよく似た境遇で少年時代を送った作家、Brent Stapleの
“Rα″′
`ι
J T'″′"という自伝で、冒頭、射殺された弟の死体と対面する場面
から、少年時代が回想される。6年生の子どもたちは、Brentと同様に、銃
撃戦や兄弟、肉親の死を日常的に経験 している。だから、Reissmanが読み
聞かせをはじめると、集中し敏感に反応しはじめる。
子どもたちは強烈な書き出しを読んだ。そして静かに聞いている。「 こ
の部分についてどう思う」と尋ねた。 4分の1ほどが話し合いをはじめ
たが、それよりも反応をワードプロセッサで入力するようにさせた。
一中略― 数人の子どもたちが続きを読むようにせがんだ。読んだあと、
どう思ったか、あるいは同じような思い出を書き留めるようにさせた。
(Reissman 1995)
たとえば、一人の女の子は、
私が4歳のとき、幼稚園の後お祖母さんの所へ行ったものだった。マ
マが家に帰る前に私を拾 うまでお祖母さんと私は一緒に過ごすのだった。
ある日お祖母さんの家に行ったところ、お祖母さんは眠ってヽヽた。お祖
母さんを起こそうとして引っ張ったけれど起きそうもなかった。そこで
独 りぼっちで遊びに出掛けた。ママが来たとき、私はお祖母さんを目覚
めさせることができなかったと話した。ママはお祖母さんの家へ走って
いき、ママの友逹が私を家につれていった。その夜、ママが私を車で拾
って、そしてお祖母さんを病院へ連れていったと教えてくれた。お祖母
さんはそこで亡 くなった。大きくなった今、時々、お祖母さんは私が起
こしたときにもう亡くなっていたのではないかしらと思う。私はママに
決して尋ねない。多分、私は本当は知りたくないのだ。
という文章を書き込んだ。事実だけを綴った文章だが、自己の経験に対する
深い見通しがあり、そのスタイルは、Bre■の文章に共鳴しているようであ
る。巧まずして内容に最適の表現を選び取ったのであろう。活発な子どもた
ちの反応は、作文だけでなく、絵などの表現にも向かう。それらをコンピュー
タの上で作成し、印刷するだけでなく、回覧して批評し合う学習に進展する。
さらに、彼らは “Rク″′ι′2″ι"のなかのうらぶれた町の描写に惹かれて、
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自分たちの生活する地域や家族の住んでいた場所を調べ、綴 り、描き、マル
チメディアタイトルにまとめてゆく。
お祖母さんと一緒に、かつてお祖母さんが住んでいたところに行った女の
子は
いたるところボスターを張られ崩れかかっている入口の大庇が残って
いるのがルイス劇場の唯一の印だった。高校にはゴミが散らかっていた。
地図の上ではまだいろいろなところがあるはずだった。だがすべてが、
お祖母さんが覚えていたよりも小さくて汚くて悲しくてそして危険に見
えた。話に出てきたバン屋はバーダン店になっていた。バプテスト教会
は閉鎖され、お祖母さんが育ったアパートには堕胎屋が入っていてお祖
母さんはとても驚いていた。お祖母さんはその辺りから私たちを引き離
し、一言もいわずに地下鉄に乗って帰ってきてしまった。お祖母さんは
目をそらした。私は何も言えなかった。
と書き、絵や写真、地図、ビデオなどとまとめてお祖母さんの伝記を作り上
げた。
この女の子は、お祖母さんの幸福だった少女時代の町を取材に行ったのだ
が、結果として、思い出のなかの幸せの目印であった一つ一つの場所がもは
や現実ではないことを明らかにしてしまい、それを目の当たりにするお祖母
さんをビデオカメラで記録する。単純な開き書きなどではとらえきれないお
祖母さんの半生と思いとを引き出し、意味付けし得ている。その映像をもと
に、作文や絵とともにお祖母さんの自伝を作り上げるのだが、迫力とリアリ
ティーにみちた表現を生み出す、力強い表現学習、構成的な学習が行われた
のである。
Reissmanの実践は、6年生とは思えない集中力と広さ、多様さをそなえ
た学習を作りだしていった。この活動を支えたのがコンピュータを中心とす
るマルチメディアシステムで、「マルチメディアによって支援された伝記の
学習が、子どもたちを前のほうへ突き動かしていると感じた。」と述べてい
る。ここに、Rose&Meyerのいう統合されたコミュニケーションの能力が
明らかに現れていて、その力が自律的・創造的な学習を促したといえよう。
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以上のようにみてくれば、コンピュータを利用した新しい学習指導研究を
特徴付けるのは、統合とヽヽう概念であろう。それは、メディアが構成的な学
力観と深くかかわるからである。学習者がメディアを通して環境に働きかけ
る活動を組織する仕方としての学習指導にとって、メディアの変革は大きな
意味を持つ。今日のメディアシステム、コンピュータを核とするマルチメデ
ィアシステムは、音声と文字、言語と非言語、表現と理解、さらには生活と
学習とを統合することを可能としている。したがって、コンピュータを利用
した学習指導方法の研究は、学習内容や方法の細日化に基盤を置くのでなく、
学習活動の統合的なプラットフォームを用意し、その上でどのような内容・
方法での学習が可能か探究することになる。これが、80年代の反省にたった
アメリカが、90年代前半に開拓 した指導法研究の到達点であろう。
BAIAJTIIY, E- (799+\ Whole lungwgq ()mt uters ant CDROM technok>
g: A kindergarten Unit on"Benjamin Bunny"
LOAR, D. (1992) A stuly of the orhieaemcnh of fre-school, kindergarten, first
atd secoad gradz chidrel using coflleterized Reoling and l-anguage arts
bmglarn
McCLINTOCK, R. (1988) Marking the secofld frontier Comfruting arrd
Eduution
MELLON, A. (1994\ Reflzctims an tcchruhg, books, ard chiWren lwnal of
louth semi.ces in Libraries
REISSMAN, R. (19951 Multin?nia Manairs The C<mfutyr.g Teachzr
ROSE, D. & ME\.ER, L. (79941 Thz role of thcchnologt in languge arts
instrwt*n ltnguage Arts
WEPNER, S. (L992) Technalogt-based litzrature Pbns for primary studznts
Thz Retding Temher
-36-
武庫川女子大学言語文化研究所年報 第10号(1998'
活 字 と 肉 筆
『坊ちゃん』の「原稿」と「初出本」と「初版本」と一
西 崎   亨
活字と肉筆とは「肉筆で書かれたテタストが、活字印刷のシステムに置き
かえられたときに何が変わるか」(十川信介「活字と肉筆のあいだ」)という
問題を指している。
『坊っちゃん』は『ホトトギス』の付録として発表されたが、その際の原
稿が完全な形で保存されてあり、活字化にあたっての校正に漱石自身が携わ
らなかったことの確認されているものである。この点に関しての研究には、
山下浩氏に「『坊ちゃん』の文選工と造本過程」(『本文の生態学』)がある。
その経緯については山下論文に負うことにする。
原稿と活字本との間では、種 の々点においてその相違点が指摘し得るわけ
であるが、本稿では『ホトトギス』所載の『坊っちゃん』(以下「初出本」
と称す)、『鶉籠』所収の『坊っちゃん』(以下「初版本」と称す)と『坊っ
ちゃん』の原稿とについて、文法的事項・用語 用字 表記の三点に関する
主な相違点を抄出し、その相違点に就いての少考を試みるものである。山下
浩氏の前掲書に従うと「初出に認められる異同は、漱石の手入れではなく、
主に印刷工程に起因すると判断されるので、集英舎印刷工場における本文改
童の実態が、かなり細かく調査できると思われる」という指摘に鑑み、夏目
漱石作『坊っちゃん』を読むことの意味を考えることにその目的がある。
『坊っちゃん』の原稿は、その複製が番町書房より1970年に発行されたが、
その複製版を原稿と称する。以下に先ず、文法的事項・用語 用字 表記の
三点に関しての、原稿、初出本 (『ホトトギス』掲載)、 初版本 (『場籠』所
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載)の本文についての対校の主なものについて抄出する。(数字は原稿の何
枚目かを示す)
☆文法的事項・用語に関する相違
原  稿
山城屋へ
腹たつた
引き懸けた
や りたくても
何かに
そんなものは
五六年の間は
さる金満家
此方は
下宿をして居た
厄介になる
何の用
引き排はなければ
住んでるか
何か見やげを
見た所では
存分
行かなくつちゃ
つきあがった
云ってやつた
うとうとと
余っ程
揃ふには
無論
雇ふ前から
かがめた許 り
あとから
いくら
なるのか
御苦労千萬
どちら
則へ
初 出 本
山城屋に
腹がたつた
引つ懸けた
や りたくつても
何にか
そんなものも
五六年の間
ある金満家
此は
下宿して居た
厄介なる
何か用
引き排はねば
住んでるか
何を見やげに
見る所では
随分
行かなくちゃ
つきあがった
云ってやつた
うとうと
餘程
揃ふのは
勿論
雇ふ前から
かがある許 り
あとから
いくらか
なるか
御苦労千萬
どちら
則へ
初 版 本
山城屋に
腹がたつた
引つ懸けた
や りたくつても
何にか
そんなものは
五六年の間
ある金満家
此は
下宿して居た
厄介なる
何か用
引き佛はねば
住んで居るか
何を見やげに
見る所では
随分
行かなくちゃ
つきやがった
答へてやつた
うとうと
餘程
揃ふのは
勿論
雇ふ前に
かがめる許 り
あとで
いくらか
なるか
御苦労
どち
前に
9
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
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訳にも
教頭
兎も角も
人望が
氷水
早くて
分らずやだな
あんまり
大きな字で
泳げるかなと
四時半には
日暮方になった
出っ喰はした
顔
自分で自分の
相手する
本人の方が
見た晩
むくりと
矢っ張り
決心を
部屋迄
して居るんだ
ありますが
なくつちゃ
あやつつて
なくつちゃ
訳がない
食へない
よくつても
こんなのが
げすを
耳も
ことさら
引き繰り返って
足踏
どつちか
まあ辛防
詳にも
教師
兎も角
人望が
氷水
早 うて
分らずやだな
あまり
字で
泳げるかと
四時半に
日暮方になった
出喰はした
頭
自分の
相手する
本人の方が
見る晩
むくりと
矢張 り
決心を
部屋迄
してるんだ
あ りますが
なくつちゃ
あやつつて
なくちゃ
課はない
食へない
よくつても
こんなのが
げすと
耳も
ことさら
引き繰 り返って
雪踏
どつちか
辛抱
活字と肉筆
詳には
教師
兎も角
人望
氷
早うて
分らずやだ
あまり
字で
泳げるかと
四時半に
日暮になった
出喰はした
頭
自分の
相手にする
本人の方は
見た晩
むくり
矢張 り
決心
部屋へ
してるんだ
あるが
なくちゃ
あやつて
なくちゃ
詳はない
食べられない
よくても
こんなものが
げすと
耳を
ことさらに
引つ繰 り返って
雪踏
どちか
辛抱
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??
?
?
??
?
??
??
??
??
??
??
?
?
??
??
?
?
??
?
?
??
?
??
??
?
??
?
?
??
??
Э ′ 分らなくつちゃ
挨拶をする
減多に油断の
事を
飲まなかったから
今日迄
何をするのかと
別段
訳から話す
云つてたぜ
校長の隣 りに
吹れ散らかす
延ばしてる
起るもので
下等だが
構ひません
同説だと
大きくなるのと
この校に
温泉へ
貴様等に
會議の
ものではない
求めなくつては
町ではないから
控へてゐる位だから
此邊
しなくつちゃ
云って
左様ぢゃらうがな
何故しててゝ
中 りましたらうがな
思ってた
居たのぢゃがな
返事が
するのに
どつちへ
なるのは
分らなくつちゃ
挨拶する
油断の
事を
飲まなかったから
今日迄
何をするかと
別段
詳から話す
云つてたぜ
校長の隣 りに
吹き散らかす
延ばしてる
起るもので
下等だが
構ひません
同説と
大きくなると
此校に
温泉に
貴様等
會議の
ものではない
求めなくつては
町ではないから
控へてゐるから
此道
しなくちゃ
云った
左様ちゃらうがな
何故してて
中りましたらうがな
思った
居たのぢゃがな
返事は
するには
どつらへ
なるは
分らなくちゃ
挨拶する
油断の
事は
飲まなかっから
今日
何をするかと
別に
課を話す
云つたぜ
隣 りに
吹き散らかす
延ば した りしている
起るので
下だが
構ひせん
同説と
大きくなると
此學校に
温泉に
貴様等は
會議を
ものでない
求めなくては
町でないから
控へてゐるから
此所
しなくちゃ
云った
左様ちゃらうな
何故してゝ
中りましたらうな
思った
居たのちゃな
返事は
するには
どつらへ
なるは
58
59
60
61
63
69
70
80
81
83
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しなくつちゃ
立てづづけに
えっぽと
もしこの学校
生卵でも
今夜は
威張つてる
や、来たな
一号
上等
年を取った
土手の上
夫にして
邊 り迄
あとてヽ今えると
い でヽすね
学校の生徒で
頂だかなくつては
ものか
ぢゃがな
思ふて
あんた
来なくても
飛び出して
さうかな
べらんめえ調ぢゃ
押し返して
やさしくて
おれ方
去られるの
献酬をしてて
飲む玉へ
おきなはれやと
余っ程
やめないのと
みんな
差し支ない
もし本営に
しなくつちゃ
立てつづけに
えっぼど
もしあの學校
生卵でも
今夜は
威張つてる
今、来たな
一践
上等
年を取った
土手が上
夫にして
列目り贅L
あとで考えると
い でゝすね
學校の生徒で
頂だかなくては
もんか
ちゃな
思つて
あなた
来なくても
飛び出して
そうかな
べらんめえ調子ぢゃ
押し通して
やさしくて
おれの方
去られるのを
献酬をして
飲み玉へ
いきなはれと
餘程
やめないのと
みな
差し支もない
もし本営に
しなくちゃ
立てつづけに
よっぼど
もしあの学校
生卵ででも
今後は
威張つてある
今、来たな
一番
一等
年取った
土手の上
夫れにしては
廻 り迄
考えると
い んヽですね
學校で
頂だかなくては
もんか
ちゃな
思つて
あなた
来なくつても
飛び出した
そうかな
ぺらんめえ調子ぢゃ
押して
やさしく
おれ方
去られるのを
献酬をして
飲み玉へ
おきなはれと
餘程
やめないと
みな
差し支はない
本営に
86
87
88
95
96
97
98
99
101
102
103
106
107
111
9ヽ
'
91
92
94
113
111
116
119
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12〔)
121
134
122
123
126
127
128
131
132
133
直 りこない
してやらなくつては
好きな方だから
思った
此間中から
時か
所々へ
半町許 り
向ふ鉢巻
向ふ鑑
なつたけれども
なからむる
可笑しいだ
いの一号
でげすか
やした
話をしては
心配しなくつても
居なくつても
比べで
這入つたんぢゃ
出さなくつて
呉れなくつちゃ
話だつたから
黒い帽子
落ちつかなくつて
もつてる
くちゃり
話すのを
事に
直 りっこない
してやらなくては
好きな方だから
思った
此間から
時に
所々に
半町許 りを
向ふ鉢巻
向ふ鉢巻
なれども
なからしむる
可笑しいだ
いの一跳
でげすか
やした
話をして
心配しなくても
居なくつても
比べで
這入つたんぢゃ
出さなくつて
呉れなくちゃ
話だつたから
黒い帽子
落ちつかなくつて
もつて
くちゃり
話すを
事には
小供
背戸
左右へ
小供心
貸して
直 りつこない
してやらなくては
好きだから
思ったら
此間から
時か
所々に
半町許 りを
後ろ鉢巻
後ろ鉢巻
なつたけれども
なからしむる
可笑しいんだ
いの一番
ですか
ました
話をして
心配しなくても
居なくても
比べて
這入ったぢゃ
出さなくて
呉れなくちゃ
話だから
黒帽子
落ちつかなくて
もつてる
ぐちゃり
話すのを
事には
135
136
137
138
139
140
143
143
146
149
★用字に関する相違
1  小供
脊戸
2 右左へ
5 小供心
借して
子供
背戸
左右へ
子供心
貸して
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借せ
帰すよ
帰さない
帰して
帰せない
小供
小使
格子段
御座いませ う
御座います
給使
脊が
宿ってるか
大同少異
真面
御座いません
一反
評番
御座います
至極宜しい
例々と
焼持の
了見
小供
小供の癖に
乳の邊
小供
小供
踊が
始めた
小遣
証拠
蔭で
辛防強い
楷子段
小供
跳ね
坐つてた
貸せ
返すよ
帰さない
返して
返せない
小供
小遣
階子段
御座いませう
御座います
給仕
背が
泊ってるか
大同少異
真面目
御座いません
一反
評判
御座います
至極宜しい
麗々と
焼餅の
量見
小供
小供の癖に
乳の虎
小供
小供
躊が
始めた
小使
証擦
蔭で
辛防強い
梯子段
小供
踏ね
座つてた
貸せ
返すよ
返さない
返して
返せない
子供
小遣
階子段
御坐いませう
御坐います
給仕
背が
泊ってるか
大同小異
真面目
御坐いません
一旦
評判
御坐います
至宜 しい
麗々と
焼餅の
量見
子供
子供の癖に
乳の庭
子供
子供
歴が
初めた
小使
証擦
陰で
辛抱強い
梯子段
子供
踏ね
坐つてた
7
8
14
15
16
20
25
29
30
32
33
35
36
37
38
39
40
41
43
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45
47
小供の時
恰形
了見
油絵
錘の様な
右左へ
専間
姻の様な
巻姻草
辛防
証擦
帰さない
帰さないんだ
帰すだらう
帰さう
帰さない
欠けた
欠勤だと
趾づかしい
即座に
欠席して
乱暴
徹頭徹尾
源因
源因
誤楽
精神的誤楽
精神的誤楽
誤楽
精神的誤楽
借してもいゝ
借すか
活眼
活眼
一反
一辺
稼鼻
着れば
子供の時
恰好
量見
油給
鎌の様な
左右へ
専門
煙の様な
巻煙草
辛抱
證接
返さない
返さないんだ
返すだらう
返さう
返さない
快けた
鋏勤だと
趾づかしい
即座に
欠席して
暴乱
徹尾徹頭
源因
源因
娯楽
精神的娯楽
精神的娯楽
娯楽
精神的娯楽
貸してもいゝ
貸すか
活眼
活眼
一反
一辺
稼鼻
着れば
恰好
量見
給油
錘の様な
左右へ
専門
煙の様な
巻煙草
辛抱
證擦
返さない
返さないんだ
返すだらう
返さう
返さない
快けた
敏勤だと
恥づかしい
即坐に
快席して
乱暴
徹尾徹頭
原因
原因
娯楽
精神的娯楽
精神的娯楽
娯楽
精神的娯楽
貸してもいゝ
貸すか
剖眼
剖眼
一旦
一遍
稼端
著れば
子供の時
48
49
50
51
53
54
0b
56
59
61
62
64
65
68
70
71
ア4
80
82
84
86
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汽車で就いても
欠勤して
姻草
成蹟
朝兒
勘弁
例々と
かいた者
砒かしい
末座
賜る
膀る
氣違だ
裸湧
乱暴だ
小供
小供だつて
午后
眺めて
誤楽
精神的誤楽
誤楽
精神的誤楽
何とか湧
鵬なら
馬鹿助
鬱君り
何とか膀
衛所
大神楽
此助を
肩を以て
脊中
天道是耶非か
証接
位地が
湧りを
行懸り上
汽車で着いても
快勤して
姻草
成蹟
朝顔
勘排
麗々と
かいた物
趾かしい
末座
湧る
場る
氣違だ
裸湧
乱暴だ
小供
子供だつて
午後
碗めて
娯柴
精神的娯榮
娯榮
精神的娯榮
何とか湧
場なら
馬鹿湧
層勇り
何とか湧
替所
太神葉
此場を
肩を持て
脊中
天道是耶非耶
證雄
位置が
踊 りを
行掛 り上
汽車で着いても
快動して
煙草
成績
朝顔
勘排
麗々と
かいた物
恥かしい
末坐
踊る
踊る
氣狂だ
裸踊
暴乱だ
子供
子供だつて
午後
呪めて
娯楽
精神的娯楽
娯楽
精神的娯楽
何とか踊
踊なら
馬鹿踊
踊 り
何とか踊
替所
太神榮
此踊を
肩を持て
背中
天道是耶非耶
證擦
位置が
踊 りを
行掛 り上
96
104
110
112
116
118
119
120
122
117
124
126
127
128
129
130
136
138
-45-
139
141
144
こん書生
面三階
踏んで
辛防
蓄生
退屈
此蓄生
此蓄生
証擦
肺炎
屋賃
もらつた
えらい人
たまつて居る
ぶうと
くらむ
赤しやつ
いづれも
しらべて
`ま
かの
色々なもの
十:まか り
聞いたらすぐ
どうか、かうか
うるさい者だ
之を
ものだ
くれて
あるき
寝るとき
ばつと
パ ッ ト
パ ツタ
パ ツタ
あやまりに
こん畜生
面三階
踏んで
辛抱
薔生
退窟
此畜生
此畜生
證披
肺炎
屋賃
こん畜生
表二階
踏んで
辛抱
畜生
退屈
此畜生
此畜生
證擦
肺災
家賃
145
146
147
149
☆ 表記に関する相違
??
??
?
??
?
?
??
?
??
??
?
??
Э
12
13
36
37
38
貰つた
えらい人
たまつて居る
ぶうと
くらむ
赤シヤツ
執れも
調べて
他の
色々な者
十ばかり
聞いたら、すぐ
どうかかうか
うるさいものだ
これを
者だ
暮て
あるき
寝る時
ば )´と
パツト
パ ツタ
バ ツタ
あやまりに
貫つた
豪い人
溜って居る
ぶうと
眩む
赤シヤツ
敦れも
調べて
他の
色々な者
十許 り
聞いたら、すぐ
どうかかうか
うるさいものだ
これを
者だ
暮て
歩き
寝る時
はつと
パ ツ ト
パ ツタ
パ ツタ
詫まりに40
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42
44
45
49
50
ものぢゃない
ことごとく
引つかけて
許 りだ
ながら
びくびくと
びくつく
ばちゃり
おれの事
置くのは
ヒ ユ ー
あいつの
あらはれた
懸合ふて
見るが、
あんなものを
だれを
思つていた
あるいてる
事を
所へ
すぐ
行かん
あけると、
とまり込んだ
者ぢゃない
ことごとく
引つ懸て
許 りだ
乍ら
ピクピクと
ピクつく
ポチャリ
おれのこと
置 くのは
ヒユ ー
あいつの
あらはれた
掛合ふて
見るが、
あんな者を
誰を
思つて居た
歩いてる
事を
所へ
直ぐ
ヽヽ か ん
あける、と
とまり込んだ
者ぢゃない
悉 く
引つ懸て
計 りだ
乍ら
ピクピクと
ビクつ く
ポチャリ
おれのこと
お くのは
ピュー
彼奴の
現はれた
掛合ふて
見る、が
あんな者を
誰を
思つて居た
歩いてる
ことを
ところへ
直ぐ
いかん
あける、と
宿 り込んだ
53
57
58
68
80
87
99
106
119
123
136
137
142
146
漱石の用字について、山下浩氏は前掲書の中で「漱石はいわゆる『当て字』
を多用したが、それは彼が用字にいい加減であったためではない」として、
漱石は、「何とか蚊とか」「蚊弱い」、あるいは「学海」「迷子迷子」と
いった視覚や聴覚に巧みに訴えるものから、「小供」のような語源に配
慮したもの、あるいは読者のどぎもを抜く「黒人」(玄人の意)、 さらに
は「麗 」々と「色々、さまざま」の二つの意味を掛けたと思われる「例
」々のような用法まで、無数といっていいほどの当て字を駆使する。
と述べ、「例 」々の表記を例として、
-47-
漱石が意識 してダジャレ (pun)を用いたことを示していると思われ
るのだが、当時から現行までの印刷物のすべてがこれを「麗 」々 と直し、
『 日本国語大辞典』(小学舘)や『大辞林』(三省堂)を見ても「麗々」
の用例としてここが引用されてしまうのである。漱石のこうした当て字
は作品の血となり肉となっているものなので、まことにもったいないか
ぎりである。
と述べる。さらに、「小供」と「子供」の表記に関して、
親に対する子を意味する場合には「子供」と書く場合もあるが、おと
なに対するこどもの場合にはほとんど例外なく「小供」になるといって
よい。
と述べる。
因に、原稿・初出本・初版本間で、「小供」「子供」表記に差異のあるもの
は、
原 稿 ― 初出本 一 初版本
小 供 ― 小 供 ― 子 供 → 8例
小 供 ― 子 供 ― 子 供 → 2例
である。
「帰す」「返す」についても、
原 稿 ― 初出本 一 初版本
帰 す ― 返 す ― 返 す → 8例
帰 す ― 帰 す ― 返 す → 1例
のように表記するものが見える。
「帰す」と「返す」については、山下浩氏は前掲書で「清から借 りた三円
が、その他の借金とは区別されて、(略)。 坊っちゃんにとってこの借金は、
手放すことの出来ない清の『片破れ』、清自身ですらあったのである」と考
察する。
初版本のように「小供→子供」「帰す→返す」の改真は当然問題ではある
が、初出本の「小供→小供・子供」「帰す→帰す・返す」のような併記は書
記の観点からテクス トの扱い方 (整定)として特に問題であろう。
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原 稿 ― 初出本 一 初版本
誤 楽 ― 娯 楽 ― 娯 楽 → 8例
のように、「誤楽」(原稿)を「娯楽」(初出・初版本)と表記するものがあ
る。
平成8年度、私のゼミで「本文校訂と作品の読み方」と題して卒業論文を
提出した鴨田千珠子君が、
★ 「 (略)然し人間だから、何か誤楽がないと、田舎へ来て狭い土地で
は到底春せるものではない。其で釣に行くとか、文学書を読むとか、
又は新体詩や俳句を作るとか、何でも高尚な精神的誤楽を求めなくつ
てはいけない………」
だまって聞いてると勝手な熟を吹く。沖へ行つて肥料を釣つたり、
ゴルキが露西亜の文学者だつたり、馴染の芸者が松の木の下に立つた
り、古池へ蛙が飛び込んだりするのが精神的誤楽なら、天魅羅を食つ
て団子を飲み込むのも精神的誤楽だ。そんな下さらない誤楽を授ける
より赤シャツの洗濯でもするがい 。ゝあんまり腹が立つたから「マド
ンナに逢ふのも精神的誤楽ですか」と聞いてやつた。
★ 「あいつは、ふた言目には品性だの、精神的誤楽だのと云ふ癖に、裏
へ廻って、芸者と関係なんかつけとる。怪しからん奴だ。(略)」
★ 「 うん、あの野郎の考ちゃ芸者買いは精神的誤楽で、天魅羅や、団子
は物質的誤楽なんだろう。精神的誤楽なら、もっと大ぺらにやるがい 。ゝ
(略)」
の例を示して、「坊っちゃんは飲食店への出入を禁止されたことに苛立ちを
感じているところに、芸者と関係があると思われる赤シャツに余計な忠告を
受け、反感を募らせる。そこで、赤シャツは間違っている、という赤シャツ
の言う『 ごらく』を否定する気持ちを『娯 (たのしむ)』 より『誤 (あやま
る)』 を使い、『誤楽」とすることによリー 層強めて表現しているのではない
か」と解釈を加えた。「娯楽」を「誤楽」と表記すれば、確かに誤字とされ
て、初出本・初版本・『漱石全集』(岩波版)などは「娯楽」と編集・校訂
者は改めたのであろうが、考察を経ない校訂は決して校訂では無いことに心
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すべきであり、作品を読むという営みが校訂本文に対する読者の見識が求め
られる所である。
『坊っちゃん』中に、「ひょうばん」が四例見られるが、「評判」と表記す
るものが三例、「評番」と表記するものが一例見られる。その一例は、
原 稿 ― 初出本 一 初版本
評 番 ― 評 判 ― 評 判 → 一例
のように表記されている。因に、『漱石全集』は「評番」と表記する。
「評判」の用例は、次の三例で、
★ (略)。 俺の這入った団子屋は遊郭の入口にあって、大変 うまいと云
ふ評判だから、(略)。
★ (略)。 団子が夫で済んだと思ったら今度は赤手拭と云ふのが評判に
なった。
★ (略)赤シャツさんと堀田さんは、それ以来折合がわるいと云ふ評判
ぞなもし。
「評番」と表記するものは次の例である。
★ ほかの教師に聞いて見ると辞令を受けて一週間から一ケ月位の間は自
分の評番がい だヽらうか、悪るいだらうか非常に気に掛かるさうである
が、おれは一向そんな感じはなかった。
「評判」で表記する三例は「世評」「世間のうわさ」の意であろうが、「評番」
表記の例は、単に「 うわさ」の意味ではなく、「教師仲間の間でどのように
取 り沙汰されているか」「教師仲間での善し悪 しの判定はどうか」を気にす
る姿勢が見られる所である。「番」字は、『広韻』に「数也 逓也」とある。
「数」字には「順番、順番で交替する」、「逓」字には「次々に、あるいは順
送 りに入 り代わる」といった意味があるが、そんな意味のある「番」字を用
いることで、自らに拘わ りのある「ひょうばん」と拘わ りのない「ひょうば
ん」とを区別したのではないか。
原稿で「始めた」と表記するものを、初出本は「始めた」とするが「初版
本」では「初めた」とするものがある。「始」字は主としてことがらの上に
ついて言 うものであり、「初」字は主として時の上について言 うものであり、
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「初」字は「はじめる・はじまる」とは用いないものである。従って、初版
本の「始めた→初めた」と言った改窺は言わずもがなである。
四
文法的事象に係わるもののうち、「助詞」に関する主な例を抄出して示す
と次のようなものがある。
原  稿 ― 初 出 本 一 初 版 本
山城 屋 ヘ ー 山城 屋 に 一 山城 屋 に
前  ヘ ー 前  ヘ ー 前  に
温 泉 ヘ ー 温 泉 に 一 温 泉 に
所 々 ヘ ー 所 々 に 一 所 々 に
前 か ら 一 前 か ら 一 前  に
返 事 が 一 返 事 は 一 返 事 は
訳 が な い ― 訳 は な ヽヽ 一 訳 は ない
本人の方が 一 本人の方は 一 本人の方は
す るの に 一 す るには 一 す るに は 等々
上記の「は」「が」に関する例について少しく考察する。
はめられるおれよりも、ほめる本人の方が立派な人間だ。(原稿)
初出本・初版本では「本人の方は立派な人間だ」
生きてるものでなくつちゃ、かうびくつく訳がない。(原稿)
初出本・初版本では「びくつく訳はない」
すぐに返事が出来かねて (原稿)
初出本・初版本「返事は出来かねて」
原稿が「が」で表記するものを初出本・初版本では「は」に校訂されたもの
である。
原稿の「………が………」という表現は、情報伝達の上からは、「未知+
既知」か、「未知+未知」に限られる。それに対して「…………は………」は、
「は」の上に位置する「ほめる本人の方」「びくつく訳」「返事」が既知の情
報になる。「 …¨……が………」で表現される上記原稿の用例は、「未知+未知」
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の型に該当するもので、情報伝達としてはすべてを伝達する「描写」表現で
あろうが、「AはB」の型になると、「AについてはBだ」という「説明・解
説」の表現となる。「……が」「……は」は表現における描写と説明という観
点から読みなし、作者の計算された表現に迫るべきであろう。
表記に関する点を少しくふれる。
原稿では「赤 しゃつ」とひらかな表記するものを、初出本・初版本では「赤
シャツ」とカタカナ表記するものがある。ちなみに、ひらかな表記の「赤し
ゃつ」の例は、主人公坊っちゃんが無学でカタカナの読めない清に宛てた手
紙文の中に見られるものの一例のみで、他の場合については「赤シャツ」と
表記している。この点に関して、山下浩氏は「主人公坊っちゃんの清に対す
る細やかな思いや りを伝えて余 りある書き方ではあるが、さりとて漱石がこ
れにどれはど意識的であったかは筆者にも定かでない。意識 して出来るとい
った芸当ではないのかもしれない。」 (『前掲書』9頁)とする。山下氏の解
釈がいいかどうかは、山下氏自身が「筆者にも定かでない」というように考
慮の必要があるにしても、原稿に見られる表記の違いには、その作品を読む
営みのなかでは拘る必要があろう。初出本・初版本のような「赤シャツ」は
作者の表現意図を見失う結果になることになろう。
五
活字印刷のシステムの完成にともない、印刷工程のなかで肉筆の原稿は、
その文章表現を色々な形でその姿を変えて行くことが多い。本稿では『坊っ
ちゃん』を例に、その「原稿」と「初出本」と「初版本」とについて文法的
事項・用語、用字、表記に関して、相違点を抄出した。「原稿」と「初出本」
「初版本」の対校だけでも、
原 稿   初出本   初版本
○    ★     ☆
○    ○    ★
○    ★    ○
○    ☆    ■
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のように、原稿とは異なった形で表現されている。活字化の過程において、
その改家に色々の場合があるとするならば、仮に原稿の無い場合においては、
活字印刷のシステムに置き換えられることによって消えてしまうものの何で
あるかが見えなくなってしまっていることが、活字化されたテクストには多
く存していることを承知すべきであろう。
F坊っちゃん』における対校の、その各々の場合については扱うべき点が
多いが、そのための準備が整わない。後日をまって、より詳細にその一つび
とつの表現の違いに考察を加えたいと思っている。
書記されたものは、文字で記された、情報の記録である。作者の手によっ
て加えられた改稿・推敲等は作者の情報の蓄蔵である。しかし、編集あるい
は印刷工程での改編は作者の表現意図を失わせる結果になる。
書記されたものは、読まれるための記録、読ませるための記録である。作
者の表現を間違いなく読み取ることが「作品を読む」という営みであるはず
である。活字印刷の過程において、何が失われ、何を曖味にしたかの考察を
経ないで、短絡的に書記テクストは扱うべきではないであろう。
原稿・初出本が「えらい人」と表記するものを、初版本が「豪い人」と表
記するものがある。『日本国語大辞典』『新潮現代国語辞典』等の「えらい」
には「偉・豪」の漢字を掲出する。「偉」字は『文選』(賢良詔)の「狩獄偉
歎」の注に「偉 大也」とある。「豪」字は『呂氏春秋』(功名)の「人主賢、
則豪築帰之」の注に「才過百人日豪、千人日条」とある。
かな表記語に漢字を当てることは、作者の意図した幅のある表現に、ある
一部だけの解釈を限定することになる。書記のかなと漢字の表記形態の意味
についての基本認識を欠いた読みは、読み方としては薄弱なものになる。
ともかく、「読む」ためには活字システムが文章表現の何をどう変えてい
るかということについての考察が必要であり、「テクストの整定」が何より
も優先させなければならない。そして書記されたものは書記の基本に従って
「読む」べきであろう。
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The Language of I)ickens
-2ι4αυιπttπsげ0″υιγ T″s′の英語―
平 岡 照 明
1.序
0腕啄 物 燎は1837-9年に27′ら't″″ョ″`″年に連載され、大いに耳目を
牽き、後の一連の大作の輝けるスタートとなった記念すべき小説である 当
代の新貧民救済法や養育院制度の矛盾と冷酷ささらには非人間性を徹底的に
暴露し摘発し、ディケンズの社会改良家としての強い義胆が感得される。登
場人物も多士多彩、夫 典々型化され独自の存在感を発揮し、よリー 層迫真性
と臨場感を現出する。盗賊団の首領Fagin,その仲間のSikes,奇怪な
Monks,教区役人のBШわle等は個性豊かなIdbl∝tを駆使している。
本稿では主としてA∝dence,Syntaxを中心に説述する。
2. ACCIDENCE
2.1.1複数数詞十単数名詞
three pou【ld(3.L), tWenty year(19.S)
2.2.2形容詞の比較級・最上級
2.2.1.Peiphrasic compans()nの代わ りにan」ytiC COmpanωする語
がある。
αι′卜a the″電 ″ヵ′″sらmd worst dl"osed boys as
ever l s(ゃ,01ver,you are the ―    (4.B)
2.2.2.Double com“?∞n
we■!。fa■the artm md desi諄血g Orphans tht ever I
me,0■ver,you ae me ofthe烈澪′″″ル磁燃′(33)
2.2.3.3名詞の語尾に {やSt}を附加して、最上級を作る事がある。
I sha■go and bse myser amOngぬem“Owe"steets I
~00~
can find■md not"op ti■we come to the very Out ofthe‐
″`
2ッ^ ′
hou,I can“t eyes on(42.C)
2.2.4.t'other(<that otherの誤 った分割によって生 した)
Who's the rb′力′″one' (8.M)
Give her a d00r‐key tO car▼h her′'ο′″″One(13.S)
2.2.5.再帰代名詞 :〕ckensは類推によって様 々な異形態を創るが本
作品では {therselves)の1例のみである。
It'shummet∞,ge■'hen,a∽use,even r■y've smょin
ie ch?bley,rmsing ther f∝tmょes'em sm.ggle t。
hext?
“
te′カメ
ー
^″
′●咎.(3.G)
2.2.6.二人称・単数・現在・直接法において否定文のときに複数
{don't)が多用される。
Ah,樋′レサ滋"wht's go“br him.(18.D
So■ιわ″
'much"′
″i″.(16.S)
Of cou、e the Ldy hlows tlnt,″″■she'(31_Bl)
She aη 7′οο力weu to‐?ght(33.0)
That d♭″ts″:ne,that d()11't(45.B)
2.2.7.過去形の代 りに現在形が用いられる。{∝e}が多用される。
l kn()w'd that,diect i sθ′1l ni coコning the,vay (16_S)
I never s″such aた■er as you,Jack(25.0■)
Better thm any novel―b∞k IItt evers″(313)
()ne day lhe oο″′up to the office (31.131)
2.2.8.4強変化動詞の過去形が弱変化動詞の形態をとることがある。
一般にco■oqui』smでは多用される。
l mlght haveル
"ο“
,θ′, as■obody but an infernal, rich,
plunde?ng,thundenng,old Jew could a」【ord to throw
away any dink but water(13.DV)
I″
"′
7■at,di“cuy I∞c him coming(16.S
Tmsbe b々
“
″ (2.o
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2_ 2
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
2. 2
2. 2
Ttt La■ttage of Dickcns―T力
“
″ 物 /“ο′0′′″γ物 鰺′の英語 ―
r yOuゎり″7 hOw I've been a‐gneving for you(51_0)
9_否定形 5{aln't},{Wan't}
ain n∝:I h10w lα
“
t^仰ШШg y¨ou ac(42.Ch)
he'■gO away f lα:π,■lere to my ime(43.D)
肛e nOt:we■,lf yer α,7 7 tO tire my bOdy's padence(42.Mt)
is nOt: 4,πサtllat ally other lne openP(42.N)
th∝eα"t such a thmg m nature“
3.D
has nOt:she's kept tOlembly we■Ш der,ι"7 she?(42.Ch)
was nd:THs″α″t a put‐p thing(31.B)
He″α″7 one of the f狐1■y(31.B)
wαe not:they″α″ '′of no more use(19.S)
he、4shed he inight be busted if he l"α
“
″7 as dry as a
丘ne―basket(18.Ch)
10.完了形において助動詞 {haVe}が省略されることがある。
and nOt that,uliess he′♭″′th  River Clo■lpany every
quaner(13.DV)
11.a many十口.N.
a gOod malァメeces of busines(31),a maly boys(35),a
nially times(43)
3. SYNTAX
3.1. Concord
3.1.1.:Be動詞
(1)乾nd.pers.sg.+pl.V.
Z“′ο″never on the mmP(8.Y)
there lsn't anybody as wodd be ashig very paticuer
arter you,I夕
`″
″
“
?s"“d of(20.S)
wot ale you stoppmg outside for,as Iメ0“″a,ashaned of
your mぉter!(13.Dり
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I ShOuld thmkッο4SiC]″雰raぬer out of sorts too(13.S)
Ifノα′″_■。?ke my:mend,codd you do beter thani。ln
him? (42.J)
I wOuldn't gO free,now,ifノο″
“` s to fa■
down On yOur
hlee and ask me(43.Do)
(2)3rd.pers.sg_plV.
I′
``力
′77″αS(30.B)
Indeed,mdeed,″
“` S′
″οο′″′ 屁り'S・ (10・0)
7:Z″
`t′
z70 ab″ιルs (25.Ch)
ルss′滋″ ″″ある ク`z″^′ (27.B)
(2)1".pers.メ.+ glbe}V_
If″ο
`″
sto bhd him to aly oth∝trade∞―m()rr()w(3.B)
″診″αs very p∞rt∞,a■the ime(44_S)
(3)℃?.pers.メ.N.+sg.V.
3υs s wery obsthate(3.G)
ノ
“
グ燃 鰺?dd“ted(14.B)
Tレ滋:"F is we■enough in ther way(39.S)
s"aルg″s″the ne? r∞b(42Ba)
′滋 ″
'あ
″s s penmoned diedly(48.F)
I always indぬat sp`″ぉω″ゐhome warmer tO the fed‐
mgs(31.BD
When′みιs″フα″お鰺in it(31.BD
3.1.2.一般動詞 :31st.pers.メ+Sg V.
I″α″ムa'prentis,and l ain ready to take hin (3.G)
when l says l wl■,I″`
az″
sI・wi■ (3.(〕)
No,■omilg that rわ
“
″′s()11(48M)
.2.9Mlll●p e Negauon:OE.以来慣用的によく使用されきたがPE.では
casu」co■
"u?
smで頻用される。
Ⅳ♭,拗″"う認ノ″ω″did;but now she's dead(53e)
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The И 響age of ttkc.s_rレИ′t切
“
盗 げ0′:″γT″,stの英語一
Even when we've good cなds,Charley and I“"サ
肛Иke
"働れg Of'em(25.CЫ)
I“
"7 make"ο
′力,電.Of'em (25.CH)
It was a re■11『kable oC(■」rence,but he“″|″"t to be Seen
πα″力′
“
′ (31.BD
You""t do"`力,電Of tte Hnd(39.S)
'cause″οらで,′ノVill"′υ′″knoW half of what he was
(43.Cha
3.3.1呼ht Adverbs:OE.ではA.の語尾に {‐e}を附加してAdv.を創って
ぃたが、LME.になって {‐e}がmuteしたため、この語形がのこっ
た。Region」co10rを強調した り、平俗性を顕 した り、日常的なく
だけた発話では現在でもよく使用され極めて直載的であ り鮮明で訴
力が強い。
You're d“l夕″|夕″h″d upOn me(3.G)
he'nlll away si"“′
`α
π″ο
“
 (3.B)
″gヵ′plαsar tnde(3.B)
she's“
"α
″
"″
,ο
"sl■
Ong in the anns (16.S)
You'К
“
en brOught up肱′ (18.D)
詭's″sweゎbe tte(26N
o″″
`,,I expected him here beb“
now(26.M)
Ih(澪rd i nOw,ql■te arl``物
"′
(28.Gi)
wOunded d●″
"″
″,mlss(2&Gl)
wery″鋼dw∝ed of,(31.Du)
3.4.打ち解けたCO■∞?狙iSmでは'〔thOSe}の代わりに (them)が用い
られる。
yet′ル″paupers ae nOt cOntented(23.Be)
′λの
"。
wdadOus newsF,μ〕r(23.B)
血is L`ル″ w】do“pau"rs
lt wasn't any i:npudence■・Om any Ofrヵ″"inde paupers
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一  (27.B)
3.5.余剰の {here,('ere)}を随伴 した {tis,th試}:hereを後置 したtEs
bOy hereよりも発話者の感情を強 く喚起 し、焦燥感・怒 り・動揺等
を発するのに効果的である。
TZ6み′夕1′boy (3.G)
DO y01l knOW厖
"力
″|′volce,0■ver'(7.B)
r'物′′
“
′Dodger(25.Ch)
′力α′セ
“
θ dog (39.S)
WOt ls′λな力
“
′busmess?(43.D)
Dawn′力z セ″bag(48.Ben)
′″′'“θ bag(48.Be)
3.6.名詞の格
3.6.1.12主格の代わ りに対格が使われるのは日常対話では一般的な現
象である。
…″′ald Mr.Gies∞nt for'em t?s mommg(13.Bう
Do youthink Nan9 and″彰h s gOt nouing else to do wlth
olr preclous tilne b世to spold it in∝ou ing art∝,…P
(16.S)
Aldパcome b bnng him a■出ese beau ti_m卜例 ngs
(39.J)
3.7.関係代名詞 としての {as}:PE.でもstandard Em」ishで先行詞の種
類や格に関係なく使用される。
3.7.1.(who)
The next one“com s wm be Un?ュ (2.B)
I kn()wa'respectable old gentlenlan as ives there,■vo '11
」ve yOu l“gings for mthi止 (8.W)
mere isn't alyb(?y^wOdd beぉking_(19.s)
It's the Oficer iOm BOw S"∝t,“w6sem to(433→
3.7.2.{“′hen}
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Thc Lanュla"of Dickens―T′7`″
“"′“
″Sげ0′
"″
T2'お′の英語―
…replied Mrs.Mmn‐she opened a comer αlpboard
(■D
he drOpped his vOice,ιs he sald tle words(19.S)
3.7.3.{thilg}
it's we■■'sぬe beer,and nOt the"t,“? me(13.S)
」he dog shau have such a gnp on yourthroatα、s'■tear sonle
Of thtt scr“mmg voice out(44.S)
Good,strong,wholesoコne nledicコne,αS Was glven Ⅵ th
great success"twO Iish 10bOtr∝s(5.Be)
3.7.4.{whom)の代用の {who}:PE.において文頭では慣用的であ
る。
7■ο dO yOu walt here,(29.F)
3.7.5.13{w?ch)の先行詞が「人」の場合
The kind and bleヾsed gendemen″みた力iS SO Fnany parentS
tO yOu,O?ver(3.B)
a naughty OThan″みた力nO?)dy can't love(3.B)
3.7.6.{wot}={Who}
you,■be a■tie worse t。。,and nobody har a ha'p'。rth the
better,αc"tthe chps ωο′rt tRm(1&Do)
3.7.7.{what}={th江}
Bras can dO be“er than…the g01d″滋′hs stod (39.S)
3.7.8.関係代名詞主格の省略 :一般にPE.では `There(here)is…'の
exlstentm conttmctionでは慣用的である。
He“'ss()mebOdy〔  〕wants∞∝you(52.T)
3.8.分裂文における {that)の脱落。
近時Am_Eで多用されるようになってきた。
It's very■kely〔  〕it wm be trOublesOme(1.s⇒
3.9.Substandad speechではa(onの崩れた弱形)+(―)dolngの古い構造が
残存し、殆ど全ての動詞に適用され愛用されている。
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3.9.1.a‐domg(標準形)
Alll't yOu″麟″:b′滋g'(73)
yOu'К´ヽ″″″g atthe p∝ket―hanerchlefs!(8J)
he■ヽarn't be 10ng α―
`Й
,,″g ofit (9.M)
■'S nO uSe α‐′り′滋g■on(13.N)
You aea―gοれg tO accOmmOdate us(2■S)
I h10W When death'Sα‐ω″
`″
g,we■nough(23.0■0
See hoW he'sα―♭′
“
房″♂ (25 Bat)
he h鯰ヽ ChCkweed ι―
“
″″″g out(31.Bl)
he'Sm ie」g,α―″iπ′″g the prad(3■00
there he sees Chickweed,α―
`ω
ヵ″gd()wn the streetihl clγ
61.BD
When I∝e?mα‐sθ″,"g here(51.FD
3.9.2.a+doing
Here'Sthe new boy α″″′滋″″g of mel(6.No)
he'S a sο″,"'the wipes(8.M)
Iam α´ ′″g“L()ndon(17.M)
A■eg」action is αα″
"″
g On(17Bc)
3.10.(haven't}は(han't)に変化することがある。
I'l pound it that youみα″7 (31.S)
3.11.再帰代名詞の代わ りに単純代名詞が使用されることがある。
to lay″″down(23.地の文)
3.12.■ls●esed(of)は(o'}となることがある。
Get down stars,1ltie bag ο'bones←.L)
lf you speak a word when you're out ο'd(Юrs with me,
exceメwhen l weak to you,thatlodhg wm be m yow
hmd without nouce(20.R)
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The La咽駆e of Dickms―rル
“
蒻 ″6げ0′
"″
T″κ′の英語一
4.結語
生得の異才と天骨に恵まれたDicke“はロンドン民庶の伝統に根ざした言
語に強い関心と興味を持ち、花言をろうさず、含蓄深き言葉を創造 し個々の
人物にリアリテイを附加した。そのリズミカルでダイナミックな直線的な表
現・措辞は、余人の追従を許さず、俊彦なこの著者のみが出来る 〈Ars〉で
ある。どの人物もその思想と生き方が言語的に見事に統一され、瑞々しく清
細な表現と語が創造されている。
註
引用文はrル4あのレ
“
餐げ0″″″T″S′(The oxfOrd IIus"a“d Dickens,
1987)による。但し随時T'L′4物′″%^ぽ0′′ν″ r″S′(London,Educa―
t10nd B∞k Co.Ltd_1910)を参照した。また発話者を明示するため引用文
には章と名を表記した。
引用 したMark Twain,Ttt Иあ
`″
π餐 ぼ″た力″ル″ッF'″πは (HF)と、
作中の人名は次のように略記 した。B(mble),Ba(rne",Bat(eS),Be(edle),
Ben,31(athers),Br(Own),C(laメon),D(awEns),DV(D∝p Volce),Do(dger),
Du(fo,F(e■ow),(〕(amfield),Gi(les),J(ew),L(imb轟■s),M(an):MT(M」e
Trave■eぅ,N(anげ),Nα`
?
),()f(■c∝),oW(01d WOman),α■ver),R(obber),
コke9,Su(rgeOn),T(肛key W(orker),YG(Young Cemlemm)
1.OE.以来この表現は頻用されてきた。C two mie(IFa
2.Jesper"n,ス励 ″D昭′お力(〕
“
α″″πろⅦ.§10.38参照
I never see a mggertht was a"ier nuss orヵ,′カメ
“
診γ(″R42)
He's theうs´′,"滋″滋s′old fool m Arkalsaw(″■21)
3.市河 三喜 『英文法研究』p.295.She is ieわοs(,,,"s′of her hus‐
bmd's mends.(Tr。■。pe)
4.一般にsubStandad Engishでは強変化動詞は弱変化動詞化する傾向は
早 くから見られた現象である。
Iゎ
=。
″a′mighけweⅡ mat a drowned man dont■。ato hs back,b世。n
hiS faCe.SO Iわ,ο″αムthen thatthiS Wam't pap,but a‐WOmal dreSSed up
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m a mim's clothes.(■7■3)
5.OE.によると初出は1778年である。発達の経路は不明であるが簡便であ
り、用途多岐にわたるので短時日に愛用された。
6_会話体表現では2人称・単数・過去の時に限 り 〔WaS}が用いられてい
る。発話者のどのような意識や心理が作用するのか推憶出来ない。″Fで
は人称・数に関係なく {was}が使用されている。
7.形態はpl.であるが発話者の意識は全体をone lmitとして把捉 しsg_とし
て扱っているのかもしれない。
8.発生過程は不明。状況的説明としては「 自己を客体化、静思し、回想的
気分に浸った」状態の時に用いられることが多い。
9.OE.以来の伝統的用法。否定を強調する方策としてEModE.までよく用
いられ、現在も打ち解けた対話では一 特にAm.E.―頻用される。
He zα′θ″yet π,vileynye″m´yde
ln d hislyf unto″ο maner wight(CTC′″.P"170-71)
so tihen I′力J"サcare″οn■ore about hinl,because I`た)″t take″ο st(x,k ill
dead people(〃F_1)
10.派生語としての {‐ly)よりも音節も短かく歯切れもよく、 リズミカル
で親近感が持たれるため現在も多用される傾向にある。
11.Jespersen,″0■§2.22,16.13参照。OE.によれば初出は1607年となっ
ている。このことから判断してEMOdE.に急速 発達した新しい語法であ
る。
She p世me m′ル″new clothes again(IIF■)
12.Poutsuma,スG″″″α″ο′1:ι″i`認″′E電|`=″ε,z″`/11x怒II.§
8.6_
Tom and,″′f()und the rnoney tllat the robbers hid in the cove alld it
made s ich(IF■)
13.Jespσen,″_αたⅢ.§6.72参照
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The h喫age Of mkens_T″θ′′ι,θ
"′““
6θ′0′:ι″r″ヽ ′の英語一
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